
11
第１１５号�

主
な
記
事

�真庭市の財政　　　　　　Ｐ��～
���年後の真庭を描く　　　Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　Ｐ��～

 馬はともだち�
こわくない！�
Ｊ ＲＡ（日本中央競馬会）の出張授業「馬はともだちサラブレ
ッドと親しもう」が、��月��日に木山小学校で開かれました。
クイズや映像で馬のことを勉強した後、実際にえさやりを体
験。児童らは手のひらのニンジンを乗せて、どきどきしなが
ら触れ合いを楽しんでいました。
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平
成　

年
度
の
真
庭
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。「
支
出
よ
り
収
入
の
方

��

が
多
か
っ
た
か
ら
大
丈
夫
？
」「
貯
金
が
増
え
て
借
金
が
減
っ
た
か
ら
将
来
へ
の
備
え
は
万
全
？
」
い
や
い
や
実
は

そ
う
じ
ゃ
な
い
。
決
算
数
値
か
ら
見
え
て
く
る
真
庭
市
財
政
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ま
に
ぞ
う
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

と
一
緒
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ま
ま
で
い 
い
の
？ 
そ
れ
と
も
…

真
庭
市 
の 
財
政

　

ま
ず
は
一
般
会
計
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
一
般
会
計
と
は
、
教
育
や
福
祉
、
土

木
と
い
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
を
賄

う
た
め
の
会
計
で
す
。
歳
入
の
総
額
は
�

�
�
億
�
�
�
�
万
円
で
、
歳
出
の
総
額

は
�
�
�
億
�
�
�
�
万
円
で
し
た
。
差

し
引
き
を
す
る
と
、　

億
�
�
�
�
万
円

��

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
行
う
事
業
の
経
費
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
経
費
を
差
し
引
い
た
残

り
の　

億
�
�
�
�
万
円
が
、
真
庭
市
の

��

実
質
的
な
収
支
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
数

値
上
で
は
「
黒
字
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
黒
字
に
な
っ
て
い
る
決

算
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
問
題
点
が
い

�
��
��
�
�
�
�
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く
つ
か
隠
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
財
政

規
模
」「
地
方
交
付
税
」「
繰
出
金
」
の
�

つ
に
注
目
し
ま
し
た
。

　���億円以上ってすごい金額だよね。平成��年度の

当初予算額を県内の類似団体（産業構造が類似した

自治体）で比較したデータがあるんだけど、それを

見ると真庭市の財政規模がよく分かるよ。面積が広

いと行政効率をよくするのは難しいっていわれるけ

ど、かなり大きな数字…。
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平成��年度
真庭市決算公表

チ ェ ッ
 ク !

 ｜ 用語解説 ｜
歳入：入ってくるお金（=収入）
歳出：出ていくお金（=支出）
自主財源：自治体が独自に調達できる財源
依存財源：国や県などに依存するかたちで調
達する財源

地方交付税：地域間の財政力の不均衡を調整
し、一定の行政サービスを提供するために
国が配分する税

市債：市の借金

知っておきたい
財政のコトバ

※人口は平成��年�月�日現在

予算額
面積人口市名

1人当たり総額

��.�万円���億円������,���人美作市

��.�万円���億円������,���人真庭市

��.�万円���億円������,���人備前市

��.�万円���億円������,���人瀬戸内市

��.�万円���億円������,���人赤磐市

��.�万円���億円������,���人類似団体平均



（性質別グラフ）�

（目的別グラフ）�

自
主
財
源
24
・
０
%

依
存
財
源
76
・
０
%

義
務
的
経
費�

消
費
的
経
費�

投
資
的
経
費�

そ
の
他�

国庫支出金�
28億1,815万円（8.8％）�

維持補修費�
5億5,315万円（1.8％）�

（  ）内は構成比�

（  ）内は構成比�

（  ）内は構成比�

人件費�
58億6,265万円（19.1％）�

扶助費�
30億1,990万円（9.8％）�

公債費�
43億2,674万円（14.1％）�

物件費�
34億7,085万円（11.3％）�

補助費など�
21億7,047万円（7.0％）�

普通建設・災害復旧費�
53億6,906万円（17.5％）�

繰出金・積立金・貸付金�
59億5,709万円（19.4％）�

総務費 48億6,442万円（15.8％）�

民生費 71億9,660万円（23.4％）�

衛生費 28億168万円（9.1％）�

農林水産業費 17億513万円（5.5％）�

土木費 26億2,683万円（8.5％）�

消防費 13億4,517万円（4.4％）�

教育費 46億8,053万円（15.3％）�

公債費 43億2,674万円（14.1％）�

市債�
33億2,835万円（10.3％）�

地方交付税�
157億8,505万円（49.1％）�

市税�
50億9,915万円（15.9％）�

諸収入・財産収入など�
6億4,558万円（2.0％）�

繰越金・繰入金�
11億6,467万円（3.6％）�

地方譲与税など�
9億1,475万円（2.8％）�

県支出金�
16億1,273万円（5.0％）�

使用料・負担金など�
7億9,950万円（2.5％）�

うち上乗せ分の地方交付税�
43億9,801万円�

うち特別会計への繰出金�
30億9,702万円�

議会費�
2億3,096万円（0.8％）�

労働費�
6,397万円（0.2％）�

商工費�
4億9,100万円（1.6％）�

災害復旧費�
3億9,688万円（1.3％）�

歳出� ３０７　億２,９９１万円�歳入� ３２１　億６,７９３万円�

���Maniwa

���������

　合併した自治体には「合併特例措置」がとられ

ていて、本来の額よりも多く地方交付税が交付され

ているんだ。でもこの措置は合併後��年間が限度。

平成��年度からは�年をかけて段階的に減額され

て、平成��年度に上乗せ分はなくなっちゃうんだ。

　歳出の中には繰出金といって、特別会計に出て

いくお金が含まれているんだ。平成��年度だけで

もなんと��億円以上。一般会計から特別会計に出

ていくってどういうことだろう。�ページと�ペ

ージに詳しい説明があるので見てみよう。
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歳出のグラフは�種類。
性質別は、人件費などの
義務的な支出なのか、公
共事業など将来のために
投資するための支出なの
かといった経済的な性質
ごとの分類。目的別は、
市がどんな行政目的のた
めにどれくらいの支出を
するのかといった分類に
なっています。



公共下水道事業� 簡易水道事業� 介護保険事業� 国民健康保険事業�

3億1,005万円�
（5.2%）�

60億1,535万円�

55億5,244万円�
54億4,897万円�

52億5,809万円�

10億3,621万円�

10億2,954万円�

17億3,422万円�

17億2,361万円�

7億8,374万円�
（14.4%）�

4億5,160万円�
（43.6%）�

8億6,490万円�
（49.9%）�

歳入の総額�

歳出の総額�

歳入に占める繰入金�
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特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
歳
入
（
保
険

料
や
使
用
料
な
ど
）
を
も
っ
て
行
う
事
業

の
会
計
で
、
一
般
会
計
と
は
区
別
さ
れ
た

も
の
で
す
。
真
庭
市
に
は　

の
特
別
会
計

��

が
あ
り
、
特
別
会
計
全
体
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
�
�
�
億
�
�
�
�
万
円
で
、
歳

出
が
�
�
�
億
�
�
�
�
万
円
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
概
要
と
一
緒
に
、「
繰
出
金
」の

行
き
先
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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特別会計の決算額一覧

差引額歳出額歳入額会計名

�億�,���万円��億�����万円��億�,���万円国民健康保険事業

��万円�億�,���万円�億�,���万円後期高齢者医療

�億�,���万円��億�,���万円��億�,���万円介護保険事業

���万円�,���万円 �,���万円介護保険事業
（介護サービス事業）

���万円��億�,���万円��億�,���万円簡易水道事業

�,���万円��億�,���万円��億�,���万円公共下水道事業

���万円�億�,���万円�億�,���万円農業集落排水事業

���万円�億�,���万円�億�,���万円浄化槽事業

�,���万円�,���万円�,���万円分譲宅地事業

��万円�,���万円�,���万円津黒高原観光事業

�万円���万円���万円ク リエイ ト菅谷事業

�,���万円�,���万円�億���万円温泉事業

�億�,���万円���億�,���万円���億�,���万円合計

　上の一覧表を見ると、全ての特別会計が黒
字になっているね。でも、�ページで紹介し
たように、一般会計の歳出には特別会計に出
ていく繰出金が隠れているんだ。そして、特
別会計の歳入の中に「繰入金」として入って
きているよ。金額の大きい�つの事業の会計
をグラフにしているので、歳入の実情を確認
してみてね。

�������
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公
営
企
業
会
計
と
は
、
自
治
体
で
も
収

益
が
認
め
ら
れ
て
い
る
事
業
の
会
計
で

す
。
真
庭
市
で
は
、
水
道
事
業
、
湯
原
温

泉
病
院
事
業
、
農
業
共
済
事
業
の
�
つ
が

あ
り
ま
す
。

農業共済事業会計

収益的収支（共済事業）

�億�,���万円共済事業収益

�億�,���万円共済事業費用

���万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�円資本的収入

�円資本的支出

�円差引額

湯原温泉病院事業会計

収益的収支（経常収支）

��億�,���万円病院事業収益

��億�,���万円病院事業費用

�,���万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�億�,���万円資本的収入

�億�,���万円資本的支出

-�,���万円差引額

水道事業会計

収益的収支（水道料などでの収支）

�億�,���万円水道事業収益

�億�,���万円水道事業費用

�,���万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�億�,���万円資本的収入

�億�,���万円資本的支出

-�億�,���万円差引額

　一般会計からの繰出金(公営企業会計の場合は補助金)は下の表のとおり。公共下水道事業の場合だ
と、下水管の埋設や処理場の建設などで多くの費用が掛かっているほかに、雨水の処理費用といった
経費も発生しているんだ。こういった経費は使用料だけじゃなくて税金でも負担すべきだよね。繰出
金は、こういった加入者や利用者の負担だけでは賄いきれない部分を補うもので、国がその基準を示
しているんだ。だから、公共サービスを維持していくためにはある程度はやむを得ない支出。でも、
国の基準を超えて繰り出すと、その部分は実質的な赤字補てんになっちゃうんだ。昨年度に比べて繰
出金の総額は減っているけど、赤字になる部分がこんなにあるんだね。

��������	
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一般会計から特別会計への繰出金一覧

うち基準外対前年度増減比平成��年度会計名

--��.�%�億�,���万円国民健康保険事業

--�.�%�億�,���万円後期高齢者医療

--�.�%�億�,���万円介護保険事業

-�.�%�,���万円介護保険事業
（介護サービス事業）

�,���万円-��.�%�億�,���万円簡易水道事業

�億�,���万円�.�%�億�,���万円公共下水道事業

�億�,���万円-�.�%�億�,���万円農業集落排水事業

�,���万円��.�%�,���万円浄化槽事業

���万円��.�%���万円分譲宅地事業

�,���万円-��.�%�,���万円津黒高原観光事業

���万円-��.�%���万円クリエイ ト菅谷事業

---温泉事業

�億�,���万円-�. �%��億�,���万円合計

うち基準外対前年度増減比平成��年度会計名

--��.�%�億�,���万円水道事業

�,���万円-�.�%�億�,���万円湯原温泉病院事業

--��.�%�,���万円農業共済事業

�,���万円-�.�%�億�,���万円合計

一般会計から公営企業会計への補助金一覧

下水処理場の建設や
管理にはたくさん
お金がいるんだね

※資本的収支額が資本的支出額に対して不足した額については、損益勘定留保資金などで補てんしています。



141 137 136 134 130 132 137 136 132

238
262

234
217

249 244 234 234
245

140 136 135 140 143 152 156 157 158

101

89

97

86

79 82
75 79

77

72
67 65 61 73 66 67 63 62

55
92

73
53

60
50 38 43 54

52

40

45

42

51
63

51 56
59

320億�
336億�

319億�

290億�

314億� 311億�
293億� 298億�

307億�

339億�
351億�

331億�

303億�

328億� 326億�
309億� 313億�

322億�

17

50

100

150

200

250

300

350

18 19 20 21 22 23 24 25

17 18 19 20 21 22 23 24 25

※金額は決算統計数値�（年度）�

（億円）�

その他�

投資的経費�

消費的経費�

義務的経費�

歳出�

50

100

150

200

250

300

350

※金額は決算統計数値�（年度）�

（億円）�

自主財源�

依存財源�
点線内は依存財源のうち�
地方交付税が占める額�

歳入�
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平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

��

��

一
般
会
計
の
決
算
状
況
を
グ
ラ
フ
で
表
し

て
い
ま
す
。
歳
入
は
自
主
財
源
と
依
存
財

源
に
色
分
け
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
の
約

　
 
㌫ 
を
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
が

��続
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
出
は
性
質
別

に
見
る
と
、
人
件
費
や
公
債
費
（
借
金
の

返
済
）
な
ど
を
含
む
義
務
的
経
費
が
、
少

し
ず
つ
で
す
が
減
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成　

年
度
は
投
資
的
経
費
が
増
え
て
い

��

ま
す
が
、
こ
れ
は
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
整
備
、
中
学
校
施
設
整
備
事
業
な
ど
を

実
施
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。
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　地方交付税への依存度が増しているのが真庭
市財政。国では、交付税の算定方法の見直しを
していて、合併特例措置の終了後の負担は少し
軽減されるみたい。だけど、それでも平成��年
度の収支では約��億円の収支不足が見込まれて
いるんだ。この依存体質を改善しないと。
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　市の貯金である財政調整基金残高は増えていて、市の借金である起債残高は減っているね。財政指
標も順調に改善しているようなので、真庭市の財政はおおむね健全といえるかな。真庭市が何年もか
けてやってきた行財政改革の成果ともいえるんだけど、やっぱり地方交付税の合併特例措置によると
ころが大きいんだ。平成��年度からは、この合併特例措置の上乗せ分も減っていくので、財政指標も
悪化していくことが予想されているんだ。財源をしっかり確保していきながら、事業の効率化といっ
た歳出の抑制などにもっと厳しく取り組んでいかないといけないね。

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め

の
指
数
が
財
政
指
標
で
す
。
左
の
図
で
は

平
成　

年
度
と
平
成　

年
度
の
数
値
を
比

��

��

較
し
て
い
ま
す
。「
経
常
収
支
比
率
」「
実

質
公
債
費
比
率
」「
将
来
負
担
比
率
」
の
数

値
が
改
善
し
ま
し
た
。

起債残高の推移�
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市債は公共施設の建設など、一時的にたくさんのお金が必

要な場合の借金です。起債残高とは、市が将来返済しなけ

ればならない借金の残高を指します。

財政調整基金とは、市が毎年積み立てている貯金のこと

で、不足する年に取り崩すことで財源を調整し、計画的な

財政運営を行うためのものです。

借金返済の負担が大きすぎないかをチェック

する数値。市税や地方交付税のような使い道

が自由で毎年入ってくる収入のうち、公債費

(借金返済額)の割合を表したもの。数値が小

さいほど負担が軽いことになります。�

Ｈ２４�１２.８� Ｈ２５�１１.９�

実質公債費比率� 改善�

真庭市が借りた借金、契約で損失補償や将来

支払う必要があるものが、市の財政規模の何

倍あるのかを表したもの。数値が小さいほど

財政に弾力性がある自治体ということになり

ます。�

Ｈ２４�６０.１� Ｈ２５�３３.１�

将来負担比率� 改善� 改善�

文字どおり財政力の強弱を示す数値で、毎年

の行政活動に必要なお金をどのくらい自治体

が自力で調達できるかを表したもの。数値が

大きいほど自主財源の割合が高く、財政力が

強い自治体ということになります。�

Ｈ２４�０.３０９� Ｈ２５�０.３０９�

財政力指数�

市税や地方交付税のような使い道が自由で毎

年入ってくる収入のうち、人件費や扶助費、

公債費といった毎年必ず支出しなければなら

ない経費の割合。数値が小さいほど財政に弾

力性がある自治体ということになります。�

Ｈ２４�８４.２� Ｈ２５�８２.３�

経常収支比率�

�������������	
�����
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���������������
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昨
年
度
、
真
庭
市
で
は
滞
納
整
理
の
取

り
組
み
を
強
化
し
、
滞
納
金
総
額
を
前
年

度
よ
り
約
�
�
�
�
万
円
削
減
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
主
財
源
の
中
心
で
あ
る
市
税

（
一
般
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
滞
納
額

は
約
�
億
�
�
�
�
万
円
。
ま
た
、
も
う

�
つ
の
自
主
財
源
で
あ
る
負
担
金
や
使
用

料
、
手
数
料
な
ど
、
市
民
が
市
か
ら
受
け

た
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
金
銭
（
介
護
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、保
育
料
、水
道
・
下
水
道
・

住
宅
使
用
料
、各
種
貸
付
金
償
還
金
な
ど
）

の
滞
納
額
は
、約
�
億
�
�
�
�
万
円
で
、

合
わ
せ
て
約
�
億
�
�
�
�
万
円
が
滞
納

と
な
っ
て
い
ま
す
。
税
や
負
担
金
、
使
用

料
な
ど
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
真

庭
市
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
。

こ
れ
ら
を
、
い
か
に
効
率
的
か
つ
正
当
に

回
収
し
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。

市
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
市
民
負
担
の

公
平
性
を
維
持
す
る
た
め
、
引
き
続
き
差

押
え
な
ど
に
よ
る
滞
納
処
分
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

税
の
徴
収
の
た
め
に
は
、「
自
力
執
行

権
」
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
市
が
自
ら
差

し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
以
外

の
強
制
徴
収
が
で
き
る
債
権
（
介
護
保
険

料
、
保
育
園
保
育
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
な
ど
）
も
税
と
同
様
で
す
。
こ
れ

ら
の
滞
納
で
担
当
課
が
徴
収
困
難
と
判
断

し
た
場
合
、
徴
収
移
管
に
よ
り
債
権
回
収

対
策
課
が
差
押
え
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

強
制
的
に
滞
納
者
の
住
居
や
店
舗
な
ど
に

入
り
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
財
産
を
探
す

「
家
宅
捜
索
（
捜
索
）」
も
行
い
ま
す
。

　

強
制
徴
収
が
で
き
な
い
債
権
の
回
収
に

つ
い
て
も
、
滞
納
者
が
納
付
に
つ
い
て
誠

意
を
示
さ
ず
、
納
付
交
渉
に
も
応
じ
よ
う

と
し
な
い
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所

を
通
じ
て
法
的
な
請
求
（
支
払
督
促
、
訴

訟
な
ど
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

納
期
限
内
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平
性

確
保
の
た
め
に
も
、
徴
収
す
べ
き
延
滞
金

は
必
ず
い
た
だ
き
ま
す
。
税
の
場
合
今
年

�
月
か
ら
延
滞
金
の
率
（
年　

・
�
㌫ 
）

��

は
、
特
例
措
置
適
用
に
よ
り
年
�
・
�
㌫

 
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
銀

行
預
金
な
ど
の
利
息
よ
り
も
は
る
か
に
高

い
率
で
す
。
平
成　

年
度
に
徴
収
し
た
市

��

税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
延
滞

金
は
、
約
�
�
�
�
万
円
（
一
般
税
分
約

�
�
�
�
万
円
、
国
保
税
分
約
�
�
�
�

万
円
）
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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収
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市だけじゃなくて、岡山
県などと連携を取りなが
ら滞納整理を進めている
んだ

　真庭市では、市税等滞納整理対策本部会議を毎年開

催しています。対策方針に沿った滞納整理を進められる

よう、市役所内の組織が一丸となって滞納整理に取り組

んでいくための会議で、現状の確認や対策の検討などを

行っています。また、利便性の高い納税環境の整備の検

討なども行っており、これまでコンビニ収納などを導入し

ています。（右の写真は��月��日に開催された同会議）

組織が一丸となって滞納整理を推進

��������	
���

税
・
使
用
料
な
ど
の　
　

会
計
別
滞
納
金
額
比
較
表

平成��年度滞納処分（差し押さえ）実績

対前年度
増減比

平成��年度平成��年度平成��年度平成��年度平成��年度区分

-��.�%�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円市税

一般
会計

�.�%�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円住宅新築資金貸付金

-�.�%�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円市営住宅

-��.�%���万円���万円���万円�,���万円�,���万円保育料

-��.�%���万円���万円���万円���万円�,���万円真庭ひかりネット

�.�%���万円���万円���万円���万円���万円奨学金貸付金

-��.�%�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円�億�,���万円国民健康保険

特別
会計

�.�%���万円���万円���万円���万円���万円後期高齢者医療保険料

�.�%�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円簡易水道

�.�%�,���万円�,���万円�,���万円���万円�,���万円介護保険

��.�%�,���万円���万円���万円���万円���万円下水道使用料等

-��.�%�万円���万円���万円���万円���万円温泉事業

�.�%�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円水道事業公営
企業 -�.�%�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円�,���万円湯原温泉病院事業

-��.�%���万円���万円���万円���万円���万円その他

-�.�%�億�,���万円�億�,���万円��億�,���万円��億�,���万円��億�,���万円合計

換価額件数
�,���万円���真庭市

���万円��岡山県滞納整理推進機構

�,���万円��岡山県市町村税整理組合

�,���万円���合計

その他�

公営企業会計�

特別会計�

一般会計�

10億4,927万円�10億6,408万円�
10億3,161万円�

9億7,267万円�

8億8,861万円�
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で
意
見
の
集
約
や
要
望
を
整
理
し

て
き
ま
し
た
。ま
た
、「
総
合
計
画

審
議
会
」で
は
、計
画
原
案
の
内
容

の
審
議
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
数
多
く
の
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
計
画
案

が
作
成
さ
れ
た
の
ち
に
真
庭
市
議

会
に
上
程
。
議
決
を
受
け　

年
後

��

の
真
庭
を
見
据
え
た
新
た
な
計
画

が
動
き
だ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ

る
市
民
参
加
型
「
も
の
が
た
り
会

議
」
や
「
総
合
計
画
策
定
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」、「
市
政
懇
談
会
」
な
ど

 �� 年後の真庭 を描 く

真
庭
市
総
合
計
画

策
定
に
向
け
て

　真庭市が誕生して��年目…。経済の流動化や防災意識の変化など社会情勢は大
きく変化しました。また、真庭市自体では、少子高齢化など社会構造が急速に変
化する転換期にあり、豊かな生活を将来の真庭市民が続けていくことができるか
は今の私たちに委ねられています。そのために現在、総合計画の策定を進めてい
ます。策定状況などについてお知らせします。

持
続
可
能
な
ま

ち
を
目
指
し
、

市
民
一
人
一
人
の
可

能
性
と
真
庭
市
の

「
多
彩
性
」
を
元
に
、
現
在
と

将
来
に
向
け
て
「
や
る
べ
き

こ
と
」「
で
き
る
こ
と
」
を
一

緒
に
考
え
、
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
第
�
次
真
庭
市
総
合
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

総
合
計
画
で
は
、　

年
後
の

��

真
庭
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
念

頭
に
、
今
後　

年
間
に
お
い

��

て
、「
達
成
し
て
お
き
た
い
こ

と
」「
や
り
方
」「
方
向
性
」

な
ど
を
示
し
ま
す
。計
画
は
、

市
役
所
だ
け
で
な
く
、
真
庭

市
に
暮
ら
し
て
い
る
す
べ
て

の
市
民
に
よ
る�
市
民
み
ん

な
の
た
め
の
道
し
る
べ
�な
の

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
市
民
と
行
政
が

協
働
し
て
地
域
経
営
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

真
庭
市
総
合
計
画

の
目
的
は
？

な
ぜ
総
合
計
画
が

必
要
な
の
？

真庭市総合計画

『市民』�

『行政』�

市長�

総合計画推進本部会議�

真庭市議会�

総合計画審議会�

●ものがたり会議　●シンポジウム　●市政懇談会�

●市民アンケート　●パブリックコメント�

要望・意見�

上程・議決�

諮問・答申�

原案作成�

原案提出�

真庭市総合計画策定体制
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も
の
が
た
り
会
議
の
委
員
長
と

い
う
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
真
庭
の
現
状
を

知
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
と

交
流
が
し
た
い
、
そ
し
て
、
将
来

真
庭
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
も
の
が
た
り
会
議
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
想

を
超
え
て
、
こ
の
会
議
へ
の
参
加

者
は
高
校
生
と
一
般
の
参
加
者
を

合
わ
せ
る
と　

人
と
い
う
大
勢
の

��

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
異
な
る

世
代
と
の
交
流
を
通
し
て
将
来
の

真
庭
市
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

も
の
が
た
り
会
議
は
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
�
月
か
ら
�
回
に
わ
た

っ
て
開
催
し
、
学
生
版
の
会
議
も

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な

で
考
え
、
話
し
合
い
、
最
終
的
に

意
見
を
ま
と
め
た「 
山  
中  
八  
咲 
」を

さ
ん 

ち
ゅ
う 

は
っ 

さ
く

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
幕
末
に
坂
本
龍
馬
が
長

崎
か
ら
京
都
へ
向
か
う
船
の
中

で
、
未
来
の
日
本
が
こ
ん
な
世
の

中
に
な
れ
ば
と
描
い
た
「 
船  
中  
八 

せ
ん 

ち
ゅ
う 

は
っ

 
策 
」
に
な
ら
っ
て
、
真
庭
の
未
来

さ
く

を
描
い
た
も
の
で
す
。
真
庭
市
総

合
計
画
に
は
、
私
た
ち
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
若
者
が
こ
れ
か
ら

の
真
庭
市
を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
重
ね
、
そ
れ
を
真
庭
市
を

よ
く
す
る
た
め
に
生
か
せ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

中国山地の中央に位置するこの真庭で
八回にわたり市民が集まって、未来に
花を咲かせようという思いが込めら
れています。

●●三●●五●●八

●●二●●七

●●一●●四●●六

　真庭市では、市の将来を一緒に考え、未来を描く市民を募集し、

「ものがたり会議」を開催しました。ワークショップを�月から�

回開催し、参加者の意見をとりまとめた提言書「山中八咲」を�月

��日、市長に手渡しました。委員長として取り組んできた、市和真

さんに話を伺いました。

い
つ
か
真
庭
に

貢
献
し
た
い

 ものがたり会議 

真庭市の将来像や可能性について活発な議論が行わ
れた第�次真庭市総合計画策定シンポジウムは、約
���人が参加しました。

第 ��次真庭市総合計画
策定シンポジウム��/���

ものがたり会議
委員長

 市    和 真   さん（野川）
いち かず ま

真庭高等学校落合校地  � 年生

ものがたり会議

をテーマごとに

�回にわたって

開催しました。
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　真庭市では、ものがたり会議の提言書「山中八咲」や市民アンケートの

結果などの市民の声を反映した総合計画を策定しています。そして、諮問

機関として市内の有識者や各団体の代表など��人で組織された総合計画審

議会に理念・目標や進捗状況について報告しています。会長の大月隆行さ

んに話を伺いました。

総合計画審議会 

　

審
議
会
は
、　

年
後
の
人
口
推

��

計
を
参
考
に
、　

年
間
の
基
本
構

��

想
、
�
年
間
の
基
本
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
�
回
の
審
議
会
を
開
催

し
、
市
に
対
し
て
答
申
を
行
う
予

定
で
す
。

　

も
の
が
た
り
会
議
に
は
、
経
験

豊
富
な
人
か
ら　

歳
の
高
校
生
ま

��

で
の
多
く
の
参
加
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
高
校
生
が　

年
後

��

に
は　

歳
。
高
校
生
の

��

参
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

非
常
に
価
値
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。私
は
、

若
い
と
き
に
都
会
に
出

て
、
真
庭
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
受
け
皿

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
。
行
政
も

そ
う
で
す
が
、
企
業
も
基
盤
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。現

輝
か
し
い
未
来
の

真
庭
の
た
め
に

在
、地
方
に
対
す
る
見
方
が
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
多
彩
な
真
庭

が
実
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
は
「
真
庭
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
」
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
誇
り
を

持
っ
て
、
真
庭
市
で
生
活
す
る
と

い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
真
庭
市
な
ら

で
は
の
個
性
と
独

自
性
が
あ
り
、
誇

れ
る
地
域
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。「
真
庭

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」、

「
多
彩
性
」、「
回
る

経
済
」
の
よ
う
に

独
自
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
真
庭
市

総
合
計
画
が
、
光

り
輝
く
真
庭
の
未
来
の
役
に
立
て

る
よ
う
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

�
月
に
発
足
し
た
総
合
計
画
審

議
会
の
会
長
と
い
う
大
役
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
委
員
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
代
表
す
る

　

人
の
市
民
が
選
任
さ
れ
て
い
ま

��す
。
単
に
市
が
作
っ
た
計
画
を
審

議
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
形

で
進
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
途
中
の

段
階
で
す
が
、
総
合
計
画
は
い
か

に
市
民
が
分
り
や
す
く
、
そ
し
て

参
加
で
き
る
も
の
に
す
る
か
が
大

き
な
テ
ー
マ
で
す
。

真庭市総合計画審議会
会長

大   月
おお つき

    隆 行   さん（西原）
たか ゆき
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総
合
計
画
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な

っ
て
行
動
し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
も
の
が
た

り
会
議
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
広
く
意
見
を
募
集
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
公
表
資
料

　

「
真
庭
市
総
合
計
画
（
案
）」、「
山
中
八
咲
」、「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
と
資
料
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

■
入
手
方
法

　

①
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

②
総
合
政
策
課
お
よ
び
振
興
局
、
各
支
局
で
配
布

■
意
見
の
募
集
期
間

　
�

月
上
旬
か
ら
の
�
カ
月
間
を
予
定

��
※
決
定
次
第
、
告
知
放
送
な
ど
で
お
伝
え
し
ま
す
。　

��� Maniwa

計画の新し い考え方
 「 真庭ラ イ フ スタ イ ル 」
               　　   　 多彩な真庭の豊かな生活

　総合計画では、真庭市民の暮らしに焦点を当てており、真庭市民の
暮らし方＝真庭ライフスタイルを提案しています。
　「真庭ライフスタイル」とは、それぞれの市民が、時代や環境に合
わせて、地域の資源の中から「真庭市で生きる価値」を見つけ、自分
の手で作り上げていく「生き方」、誇りをもって生きていく「考え方」、
互いを尊重した「暮らし方」です。そしてそれは、今の市民の生活に
既にあるものなのです。
　真庭市にとって一番大切なものは、市民一人一人の生活です。安心
して安全に暮らせるまちで、自分や家族を大切に思い、自分にあった
生活を市民が実現していることです。私たちは、��年後の真庭市に住
む人たちの生活を今より豊かなものにしていかなければなりません。
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トピックス�

北
部
火
葬
場
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭

新
築
移
転
工
事
に
着
手

工事の安全を祈り、鍬入れをする太田市長

　

北
部
火
葬
場
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が

�
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
使
用

��

し
て
い
る
北
部
火
葬
場
（
蒜
山
初
和
）
の

老
朽
化
に
よ
り
、
蒜
山
下
長
田
へ
新
築
移

転
。
平
成　

年
の
秋
ご
ろ
の
使
用
開
始
を

��

目
指
し
て
い
ま
す
。
新
火
葬
場
は
、
現
在

の
施
設
に
は
な
い
待
合
室
を
新
設
し
、
火

葬
か
ら
納
骨
ま
で
の
間
施
設
内
で
待
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

下
蒜
山
の
登
山
口
に
近
い
と
い
う
こ
と

で
、
登
山
者
や
観
光
客
が
外
か
ら
利
用
で

き
る
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

暮
ら
し
の
便
利
帳
協
働
発
行
に
向
け
協
定

�
年
ぶ
り
に
便
利
帳
発
行
へ

　

�
月　

日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
「
暮
ら

��

し
の
便
利
帳
」
発
行
に
向
け
、
㈱
サ
イ
ネ

ッ
ク
ス
と
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

市
は
、
来
春
の
市
制
施
行　

周
年
を
記
念

��

し
て
行
政
や
医
療
機
関
、
観
光
情
報
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
の

改
訂
版
を
官
民
協
働
で
発
行
し
、
来
年
�

月
の
各
戸
配
布
を
計
画
。
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
各
事
業
所
を
訪
問
し
、
広
告
収
入
を

基
に
、
企
画
、
編
集
、
印
刷
、
配
布
を
行

い
ま
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

写真上：協定締結式で
調印する様子
写真右：改訂版の暮ら
しの便利帳（表紙）の
イメージ

　

自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
う
現
在
、
何
も
起
こ
ら
な
い

こ
と
を
願
い
な
が
ら
も
、
も
し
も
の
備
え
と
し
て
、
他
の

自
治
体
や
団
体
と
、
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
岡
山
県
柔
道
整
復
師
会
と
は
、
被
災
者
の
疾

病
に
対
す
る
応
急
救
護
を
要
請
す
る
協
定
、
休
暇
村
蒜
山

高
原
と
は
、
災
害
時
の
支
援
者
に
宿
泊
施
設
な
ど
を
優
先

的
に
提
供
要
請
で
き
る
協
定
を
締
結
。
ま
た
、
高
知
県
須

崎
市
と
は
、
相
互
の
救
援
や
被
災
者
の
一
時
受
け
入
れ
な

ど
を
行
う
協
定
と
併
せ
、
観
光
交
流
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
を
行
う
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

災害などに備え連携

各種団体と協力体制づくりを進める

調印後、協定書を
掲げる休暇村蒜山
高原の樋口総支配
人と太田市長

●高知県須崎市
　災害時相互応援に関する協定（�/��）
　観光に関する交流協定（�/��）
●岡山県柔道整復師会
　災害時における柔道整復師会の協力に関する協定（�/��）
●休暇村蒜山高原
　災害時等の協力に関する協定（��/�）



こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

市政に関する動きの一部を紹介します

�������協力隊の５人目に道添さん

真庭市とＮＴＴ西日本は、
中・四国地区では初とな
る情報通信技術の活用に
向けた包括連携協定を締
結しました。真庭ひかり
ネットワークや災害時の
協力体制の構築など、地
域の活性化やサービスの
向上を推進します。

��������地域の活性化に向け相互連携強化

�
������

市
政
懇
談
会

交
流
定
住
に
つ
い
て
考
え
る

　

市
政
懇
談
会
が　

月
�
日
、
本
庁
舎
で

��

開
催
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
委
員
の
代
表
者

　

人
と
県
外
か
ら
真
庭
へ
の
移
住
者
�
人

��が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
交
流
定
住
を

テ
ー
マ
に
、
各
地
域
の
取
り
組
み
や
現
状

を
報
告
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
各
地
域
の
空
き

家
の
情
報
収
集
や
蒜
山
の
別
荘
の
利
活

用
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
へ
の
地
域
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
、
真
剣
な
話
し
合
い
が

展
開
さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

ふるさと納税のお勧めを ！
　皆さん、「ふるさと納税」をご存じですか。市外の人が
真庭市に寄付すると、寄付額から� , ���円を差し引いた
額が所得税・住民税から税額控除されます。さらに、
寄付のお礼として真庭市が、実質� , ���円以上の値打ち
のある特産品を差し上げるもので、寄付額に応じてお
礼も良くなる仕組みです。おかげで、��年度に��万円
だったものが、��年度には���万円、��年度には�月現
在で���万円を突破し、さらに大きく伸びようとしてい
ます。寄付自体ありがたい限りですが、真庭の特産品
の宣伝になること、真庭ファンが多くなり、訪問や移住
にも結びつくことにもつながります。市外のご親戚・
友人などさまざまなご縁がある人に、ふるさと納税を
お勧めいただけませんでしょうか。

も
っ
た
い
な
い
フ
ォ
ー
ラ
ム 　
 
真
庭

in

ご
み
で
何
が
で
き
る
か
な
？

不燃ごみを使ってエコバッグを作ったワークショップ

　

循
環
社
会
の
形
成
に
向
け
た
、
も
っ
た

い
な
い
フ
ォ
ー
ラ
ム　

真
庭
が　

月
�

in

��

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
真
庭
高
校
食
品
科
学
科
生
徒
に
よ

る
有
害
獣
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ジ
ビ
エ

製
品
）
の
発
表
や
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
の
淀

川
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
る
講
演
、
ゴ
ミ
を
使

っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
�
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス

「
ゴ
ミ
を
減
ら
す
」・
リ
ユ
ー
ス
「
再
使
用

す
る
」・
リ
サ
イ
ク
ル
「
再
生
利
用
す
る
」）

に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

ＮＰＯ法人岡山県介護支
援専門員協会よる、在宅
医療普及啓発事業が北房
文化センターで行われま
した。在宅医療・介護に
関する講演と映画上映が
行われ、誰にでも訪れる
人生の最期のあり方につ
いて学びました。

��������人生の最後について考える

地域おこし協力隊の委嘱
式が市役所本庁舎で行わ
れ、大阪府茨木市出身の
道添有加さんに委嘱状が
渡されました。交流定住
センターなどでテーマ・
課題の調査や整理を行っ
た上で、地域でさまざま
な活動を行います。

地域の取り組みなどを報告する参加者

���Maniw a
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申し込みは��月��日�まで平成��年度園児募集
お知らせワ イ ド
���������	����
����

て
支
援
新
制
度
」
が
始
ま
る
こ
と
に
伴

い
、
入
園
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

保
育
の
必
要
性
の
認
定
申
請
を
兼
ね
た

「
認
定
申
請
書
兼
入
園
申
込
書
」を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
他
、
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
入
園

案
内
を
確
認
の
上
、
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
保
育
対
象
年
齢

・
幼
稚
園
部
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

・
保
育
園
部
…
落
合
こ
ど
も
園
は
、
平
成

　

年
�
月
�
日
現
在
で
生
後
�
カ
月
か

��ら
就
学
前
ま
で
、
そ
の
他
の
園
は
平
成

　

年
�
月
�
日
現
在
で
満
�
歳
か
ら
就

��学
前
ま
で

◆
休
園
日　

　

幼
稚
園
部
…
幼
稚
園
と
同
じ

　

保
育
園
部
…
保
育
園
と
同
じ

◆
保
育
時
間　

　

幼
稚
園
部
…
午
前
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時　

分
ま
で

��

　

※
長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
育
園
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

保
育
園
部
…
午
前
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時　

分
ま
で
利
用
可
能

��

　

延
長
保
育　

午
後
�
時　

分
〜
�
時

��

　
◆
保
育
料

　

新
制
度
の
実
施
に
伴
う
来
年
度
の
保
育

料
の
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
負
担
水

準
や
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
国
が

今
後
定
め
る
基
準
を
上
限
と
し
て
、
市

が
決
め
る
こ
と
と
な
る
た
め
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み

　

平
成　

年
�
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育

��

◆
保
育
対
象
年
齢

・
市
立
保
育
園
…
平
成　

年
�
月
�
日
現

��

在
で
満
�
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

※
二
川
へ
き
地
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
�
月
�
日
現
在
で
満
�
歳
か
ら

��
就
学
前
ま
で

・
私
立
保
育
園
…
平
成　

年
�
月
�
日
現

��

在
で
生
後
�
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で

◆
休
園
日　

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

◆
保
育
時
間

・
通
常
保
育（
保
育
標
準
時
間
）午
前
�
時

　

分
〜
午
後
�
時　

分
ま
で
利
用
可
能

��

��

・
延
長
保
育　

午
後
�
時　

分
〜
�
時

��

◆
保
育
対
象
年
齢

・
北
房
地
区
、
久
世
地
区
…
平
成　

年
�

��

月
�
日
〜
平
成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

・
落
合
地
区
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

◆
休
園
日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
の

ほ
か
、
園
規
則
で
定
め
る
日

◆
保
育
時
間　

・
通
常
保
育　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時　

分
（
各
園
で
異
な
り
ま
す
の
で
お

��
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

・
預
か
り
保
育　

通
常
保
育
終
了
後
か
ら

午
後
�
時　

分
ま
で

��

※
夏
季
預
か
り
保
育
は
、
午
前
�
時　

分
��

〜
午
後
�
時　

分
ま
で

��

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

共
通
事
項

●市内の保育施設一覧
【市立保育園】  北房中央保育園、北房水田保育園、木山保育園、落合ひまわ
り保育園、旦土保育園、久世保育園、久世第二保育園、月田保育園、富原保
育園、二川へき地保育所、中和保育園

　※旦土保育園と二川へき地保育所はへき地保育園です

【私立保育園】  愛慈園（久世）

【市立幼稚園】  中津井幼稚園、呰部幼稚園、上水田幼稚園、天津幼稚園、川東
幼稚園、久世幼稚園、米来幼稚園、樫邑幼稚園、余野幼稚園、草加部幼稚園

【市立認定こども園】  落合こども園、美川こども園、勝山こども園、河内こども
園、八束こども園、美甘こども園（仮）、湯原こども園（仮）、川上こども園（仮）

詳しくは、希望する保育園・幼稚園・認定こども園か子育て支援課（℡�-��-����）、または各支局・
振興局の市民福祉課にお問い合わせください。（申込書は各窓口に準備しています）

　真庭市内の保育園、幼稚園、認定こど
も園では、平成��年度の入園申し込みを
受け付けます。入園を希望する保護者は、
受付期間内に申込書を提出してくださ
い。（年度途中で入園を希望している場合
も受付期間内に申し込んでください。）

保保育育園園・・幼幼稚稚園園・・認認定定ここどどもも園園の入園希望者募集 の入園希望者募集

受付期間は、受付期間は、 ����月 月��日日 （（火火）） ～～����日日 （（金金））

幼
稚
園

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）
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子ども・子育て支援新制度平成��年度から新制度開始
お知らせワ イ ド
���������	����
����

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
っ
て
？

　

平
成　

年
�
月
に
子
ど
も
・
子
育
て
関

��

連
�
法
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
、
認

定
こ
ど
も
園
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
）
が

成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ

き
、
平
成　

年
�
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子

��

育
て
支
援
新
制
度
」
が
全
国
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。

　

新
制
度
は
、「
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い

て
の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
制
度
の
主
な
目
的
・
内
容

●
計
画
的
に
教
育
・
保
育
の
確
保
、
質
の

改
善
を
行
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の
機
能
や
特

徴
を
併
せ
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
を

進
め
ま
す
。

●
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

保
育
の
必
要
性
を
認
定
し
ま
す

�
つ
の
認
定
区
分

　

新
制
度
で
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
場
合
、「
認
定
」を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
護
者
の
就
労
状

況
や
希
望
に
応
じ
「
教
育
標
準
時
間
認
定
」、

「
�
歳
以
上
・
保
育
認
定
」、「
�
歳
未
満
・
保

育
認
定
」の
�
つ
に
区
分
し
ま
す
。「
保
育

認
定
」
を
受
け
る
場
合
は
、
さ
ら
に
「
保

育
の
必
要
量
」に
よ
り「
保
育
標
準
時
間
」、

「
保
育
短
時
間
」
に
分
か
れ
ま
す
。
�
�

【
�
号
認
定
】
教
育
標
準
時
間
認
定

満
�
歳
以
上
で
、
教
育
を
希
望
す
る
場
合

〈
利
用
先
〉
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

【
�
号
認
定
】
�
歳
以
上
・
保
育
認
定

満
�
歳
以
上
で
、
保
育
が
必
要
な
場
合

●
�
歳
以
上
保
育
標
準
時
間

●
�
歳
以
上
保
育
短
時
間

〈
利
用
先
〉
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園

【
�
号
認
定
】
�
歳
未
満
・
保
育
認
定

満
�
歳
未
満
で
、
保
育
が
必
要
な
場
合

●
�
歳
未
満
保
育
標
準
時
間

●
�
歳
未
満
保
育
短
時
間

〈
利
用
先
〉
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
全
て
の
家
庭
が
安
心
し
て

子
育
て
で
き
、
育
て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
た
め
に
、
子
育
て
支
援
の
仕
組
み
が
変
わ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課　

庄
司　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

 
保
育
園
・ 
幼
稚
園 
・
こ 
ど 
も
園
を
利
用
す
る
際

 「
認
定
」を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

��

保育の必要量
保護者の就労状況などにより、
次のいずれかに区分されます。

●「保育標準時間」利用
フルタイム就労を想定した利
用時間（最長おおむね��時間）

●「保育短時間」利用
パートタイム就労を想定した利
用時間（最長おおむね�時間）

保育を必要とする事由（次のいずれかに該当することが必要）
□ 就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居宅内の労働など、基本
的にすべての就労を含む）

□ 妊娠、出産
□ 保護者の疾病、障がい
□ 同居または長期入院などしている親族の介護・看護
□ 災害復旧
□ 求職活動（起業準備含む）
□ 就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
□ 虐待やDVのおそれがあること
□ 育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要
であること

□ その他、上記に類する状態として市が認める場合
※同居の親族の人が子どもを保育することができる場合、利用の優先度が調整される場合があります。



原動機付自転車など 

Maniwa ��

平成��年度から軽自動車税
お知らせワ イ ド
���������	����
����

児童虐待を社会全体で解決児童虐待防止推進月間
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の

��

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
環
境
負
荷
に
応
じ
た
グ
リ
ー
ン

化
を
進
め
る
た
め
、
最
初
の
新
規
検
査
か
ら　

年
を
経
過
し
た
軽
四
自

��

動
車
な
ど
の
税
率
は
、
平
成　

年
度
か
ら
重
課
税
率
と
な
り
ま
す
。

��

�問
 
  
総
務
部
税
務
課  
福
島  
℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　農業や土木作業などに使用するトラクタなどの小型特殊自動車は、道路を走行しない車両であって
も、軽自動車税の申告をし、車体に標識（ナンバープレート）を取り付ける必要があります。不申告の
場合には、��万円以下の過料が科されることもありますので、忘れずに手続きをお願いします。

■対象車両：農耕トラクタ、田植機、刈取脱穀作業車（コンバイン）、農業用薬剤散布車、ショベル・
ローダ、タイヤ・ローラ、ロード・ローラ、ロータリ除雪自動車、フォークリフトなど
※最高速度などいくつかの条件があります。現在使用していない車両も課税対象です。

農耕トラクタなどの小型特殊自動車は、軽自動車税の申告が必要です

税
率
が

引
き
上
げ
ら 
れ 
ま
す

税率（年額）
車種区分

平成��年度から平成��年度まで
�����円�����円���以下

原動機付自転車
�����円�����円���超え���以下
�����円�����円���超え����以下
�����円�����円ミニカー（���以下）
�����円�����円農耕用

小型特殊自動車
�����円�����円その他
�����円�����円雪上車
�����円�����円軽二輪（����超え����以下）
�����円�����円小型二輪（����超え）

三輪以上の軽自動車
税率（年額）

車種区分

平成��年度から平成��年度から
③重課税率 
最初の新規検査か
ら��年を経過した車
両

②新税率 
平成��年 � 月 � 日以
降に最初の新規検
査を受けた車両

①現行税率
平成��年�月��日ま
でに最初の新規検
査を受けた車両

 �����円 �����円�����円軽三輪
 �����円 �����円�����円営業用

軽四乗用
������円������円�����円自家用
 �����円 �����円�����円営業用

軽四貨物
 �����円 �����円�����円自家用

虐
待
か
ら

子
ど
も
た
ち
を

守
り
ま
し
ょ
う

■
し
つ
け
と
虐
待
の
違
い

　

し
つ
け
と
虐
待
は
、
程
度
や
頻
度
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
は
、
保

護
者
で
も
子
ど
も
の
人
権
を
無
視
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。「
愛
情
を
持
っ
て
し
つ
け
て
い
る
」

「
自
分
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
育
て
ら
れ
て
き
た
」と

主
張
し
て
も
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
、
虐
待
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

■
地
域
の
皆
さ
ん
へ

　

「
赤
ち
ゃ
ん
に
ほ
ほ
笑
み
か
け
る
」、「
出
会
っ
た

ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
な
ど
、
子
育
て
中
の
親
子

に
は
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。
も
し
虐
待
の
心
配

が
あ
る
と
き
は
、
虐
待
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
緒
に
親
子
の
子
育
て
を

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
し
た
人
の
個
人
情
報
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

■相談窓口
健康福祉部子育て支援課　�-��-����　または、振興局・各支局市民福祉課
津山児童相談所　����-��-����
児童相談所全国共通ダイヤル（��時間対応）����-���-���

　

子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
が
、
子
ど
も
の
身

体
や
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
「
虐
待
」
と
い
い
ま

す
。
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
、

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
機
関
（
教
育
機
関
や
医
療

機
関
）
な
ど
、
地
域
全
体
が
児
童
虐
待
に
関
心
を

持
ち
、
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�問
 
  
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）
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勝山・久世で開催
お知らせワ イ ド
���������	����
���� 児童扶養手当

お知らせワ イ ド
���������	����
����

雑がみ収集始まっています
お知らせワ イ ド
���������	����
����

 対象が拡充されます

ひとり親など児童を養育している人
で公的年金を受給している人は、児
童扶養手当受給資格対象外でした
が、��月�日から、公的年金給付額
に応じて児童扶養手当の額の一部を
受給できることになります。

　
��月からの施行ですが、��月中に申
請された場合は、��月からの支給開
始になります。
詳しくは、お問い合わせください。

�問 　健康福祉部子育て支援課　樋口・二若
　　℡���������

　��月から古紙類の収集日に雑がみも収集できるようになりました。昨年度にごみの組成調
査をした結果、リサイクルできる紙ごみが��％含まれていました。上手に分別すれば、可燃
ごみも減り、ごみ袋に掛かる費用も減らすことができます。詳しくは��月に配布したポスタ
ーを参考にしてください。

　�問   生活環境部環境課　高橋　℡ �-��-����

雑がみを分別して、可燃ごみを減らしましょう！

出せるもの
紙箱、包装紙、チラシ・プリント類、紙袋、
封筒・ハガキ、ラップの芯、カレンダー、テ
ィッシュの箱、厚紙、ポスター、トイレット
ペーパーの芯など

出せないもの
汚れた紙、臭いのついた紙、感熱紙、写真、
カーボン紙、衛生紙、防水加工紙・アルミや
ビニールコーティングした紙、半紙、ふすま
紙、障子紙などの和紙、金紙、銀紙など

次のいずれかで、古紙類収集日に出してください。

①雑がみのみま
とめてひもでく
くって出す

②雑誌と一緒に
ひもでくくって
出す

③紙袋に入れて
上部から紙が出
ないようにひも
でくくって出す

�問   産業観光部商工観光課  石賀   ℡���������

■日時　�� 月��日 （ 土 ） ����������
■場所　勝山保健福祉セン ター
　　　　 （勝山・久世地区内を散走）

自転車を活用した
新たなまちづく り に向けて

自転車の楽しさや魅力を、参加者で体験しましょう！

 『『散走散 走』』フフ ォォーラムーラ ム
�����

散走散 走体験会体 験 会

■参加費  無料  ※事前に申し込みが必要です。
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�������
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�����������������

�������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

��������
���������������
�����������������

��������
���������������
�����������������

����������
���������������
�����������������

��������

���������	
��		�
�����������������
������������	����
�����������������

平成��年��月�日現在
（　）は前月との比較

������

　

参
加
希
望
の
人
は
、
事
前
に
勝

山
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〇
お
も
し
ろ
科
学
教
室
「
化
石
レ

プ
リ
カ
を
つ
く
ろ
う
」

■
日
時　
　

月　

日
�
午
後
�
時

��

��

　

分
〜

��■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

恐
竜
の
歯
や
三
葉
虫
な

ど
の
化
石
レ
プ
リ
カ
（
複
製
）
づ

く
り
を
と
お
し
て
、
大
昔
の
生
物

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
勝
山
地
区

の
石
灰
岩
と
蛇
紋
岩
か
ら
勝
山
付

近
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と

い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

小
学
生
以
上
の
人　
　
��

人
（
小
学
�
〜
�
年
生
は
保
護
者

が
同
伴
す
る
こ
と
）

■
参
加
費　

�
�
�
円

〇
た
た
い
て
あ
そ
ぼ
う
！
ド
ラ
ム

サ
ー
ク
ル

■
日
時　
　

月
�
日
�
午
後
�
時
〜

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
打

楽
器
を
使
っ
て
、
み
ん
な
で
感
じ

る
ま
ま
自
由
に
音
を
鳴
ら
し
て
楽

し
み
ま
す
。

■
定
員　
　

人
��

■
参
加
費　

千
円
（
高
校
生
以
下

�
�
�
円
）

※
小
学
生
未
満
無
料
（
た
だ
し
保

護
者
が
同
伴
す
る
こ
と
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

藤
木

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

編
み
棒
と
か
ぎ
針
で
秋
に
ピ
ッ

タ
リ
の
毛
糸
の
ベ
ス
ト
を
編
み
ま

す
。
並
太
の
毛
糸
�
玉
〜
�
玉
、

か
ぎ
針
（
�
号
程
度
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
編
み
棒
は
プ
ラ
ザ

で
準
備
し
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�

��

��

時
〜
�
時

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に

わ
内
）

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
定
員　
　

人
��

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
で
は
、
家
庭
ご
み
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
店
舗
、
消
費
者
・
環
境
団

体
や
市
と
協
力
し
、
�
月
と　

月
��

に
「
お
か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
、
レ
ジ
袋
の
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分

の
意
思
で
簡
単
に
で
き
る
取
り
組

み
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

き
っ
か
け
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
エ

コ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
環
境
課  
柿
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

勝
山
公
民
館
講
座
参
加
者
募
集

楽
し
く
学
ぼ
う
♪

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

�
�
�
�
�
�

マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
強
化
月
間

エ
コ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

入場無料
（当日受付）

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

ケロポンズとは…ケロこと増田裕子とポ
ンこと平田明子のスーパーデュオ。親子
で楽しめる、笑いあり、歌あり、遊びあ
り、体操あり、なんでもあり～のステー
ジを繰り広げます。

対象は、保護者と一緒に参加できる市
内在住の３歳～小学３年生です。体育
館シューズを持参してください。

白梅体育館

��/ ����
��：��開場
��：��開演

ケロ ポンズ のの
親子コンサート親子コンサート

歌
お
う
！

遊
ぼ
う
！

笑
お
う
！

申込方法�はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記して、下記まで郵送してくだ
さい。入場は�歳以上。応募締切は��月��日�必着。定員になり次第、締め切ります。
申込先�〒���-���� 真庭市上呰部���  真庭市防衛協会事務局  中山 荘司
問い合わせ先�真庭市防衛協会事務局　中山 ℡����-��-����   森本 ℡���-����-����

陸上自衛隊  第１３音楽隊
第 ７ 回ふれあいコンサ ート i n まにわ
��/��� ◇時間  �����  ◇場所  勝山文化センター

入場無料・要入場整理券
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二
川
ふ
れ
あ
い
地
域
づ
く
り
委

員
会
で
は
、
地
元
産
の
加
工
品
な

ど
を
詰
め
合
わ
せ
た
小
包
便
の
注

文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
価
格

は
送
料
、
消
費
税
込
み
で
す
。

①
冬
の
コ
ー
ス
（
�
千
円
）

　

丸
餅
（
�
�
�
㌘ 
�
袋
）、
豆
餅

（
�
�
�
㌘ 
�
袋
）、
青
大
豆
味
噌

�
㌔
、
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
�
�

�
㌘
、
り
ん
ご
�
個

②
餅
コ
ー
ス
（
�
千
�
百
円
）

　

丸
餅
（
�
�
�
㌘ 
�
袋
）、
豆
餅

（
�
�
�
㌘ 
�
袋
）

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

■
出
荷
予
定　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

二
川
ふ
れ
あ
い
地
域
づ
く
り
委
員

会
宅
配
便
部

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
真
庭
市
成
人
式
の
案

��

内
状
を
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
新

成
人
に
向
け
、　

月
中
旬
に
発
送

��

し
ま
す
。
市
外
に
転
出
し
て
い
る

人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
出
席

を
希
望
す
る
新
成
人
は
、
く
ら
し

安
全
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　

平
成　

年
�
月　

��

��

日
�　

正
午
か
ら
受
付

■
会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

平
成
�
年
�
月
�
日

〜
平
成
�
年
�
月
�
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

■
申
込
締
切　
　

月
�
日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

く
ら
し
安
全

課　

松
尾
・
釜
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

第　

回
神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大

��

会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

す
。
神
庭
の
滝
・
勝
山
町
並
み
保

存
地
区
を
�
人
で
た
す
き
を
つ
な

い
で
駆
け
抜
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
前
�
時
〜

��

��

■
場
所　

勝
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
地
点
）

■
内
容　
 
〇
Ａ
コ
ー
ス（　

・
�
㌔
）

��

…
中
学
生
男
子
、
一
般
男
子

〇
Ｂ
コ
ー
ス（
�
・
� 
㌔
）…
小
学

生
（
男
・
女
）、
中
学
生
女
子
、
一

般
女
子

※
高
校
生
は
一
般
と
な
り
ま
す
。

■
参
加
費　

未
成
年
者
編
成
チ
ー

ム
は
無
料
、
一
般
社
会
人
チ
ー
ム

は
�
千
円

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

山
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

平
成�

年
真
庭
市
成
人
式

��

案
内
状
を
送
り
ま
す

神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

真
心
込
め
た�
ふ
た
か
わ
の
味
�

ふ
る
さ
と
の
味
を
直
送
し
ま
す

応 援魅力あるまち づ く りを
ふるさと納税として寄付金をいただきました。
総合政策課  ℡�-��-����

金田　達三さん（兵庫県神戸市）
河原　　恵さん（滋賀県大津市）
平田　ルイさん（東京都新宿区）
鈴木　貴博さん（北海道中川郡幕別町）
鈴木　俊道さん（埼玉県ふじみ野市）
松川　朋子さん（奈良県橿原市）
新沼　貴志さん（埼玉県比企郡吉見町）
安井　　淳さん（山口県周南市）
岡部　好延さん（東京都杉並区）
金沢　重子さん（愛知県名古屋市）
榊原　則夫さん（静岡県静岡市）
宇田　親弘さん（大阪府東大阪市）
田中　　敏さん（東京都町田市）
安東　道雄さん（大阪府茨木市）
瀬良　昌俊さん（東京都多摩市）
金城　光昭さん（和歌山県和歌山市）
西本　清文さん（奈良県橿原市）
本田　陽一さん（広島県広島市）
佐賀　幹雄さん（福島県耶麻郡猪苗代町）
山根　英和さん（広島県広島市）
岡本　明子さん（奈良県奈良市）
櫻井　伸二さん（大阪府箕面市）
薮内　基行さん（茨城県かすみがうら市）
安藤　昌弘さん（東京都大田区）
藤井　弘行さん（福岡県北九州市）
廣瀬　俊秀さん（東京都武蔵野市）
石田　朋彦さん（山口県下関市）
芥川　幸一さん（神奈川県横浜市）
森下みつ子さん（大阪府高槻市）
飯嶋　　聡さん（静岡県浜松市）
藤原　　光さん（神奈川県横浜市）
湯本さゆりさん（大阪府東大阪市）
戸塚美穂子さん（神奈川県川崎市）
露崎　龍也さん（東京都目黒区）
荒井　里美さん（岡山県倉敷市）
小林　　仁さん（新潟県新潟市）
生方　　文さん（神奈川県横浜市）
前田　祥吾さん（埼玉県さいたま市）
小林　達雄さん（群馬県桐生市）
奥山　玲子さん（埼玉県新座市）
青山　道彦さん（愛知県名古屋市）
〆崎　充生さん（和歌山県御坊市）
仲島　幸子さん（愛知県名古屋市）
青木　直子さん（大阪府大阪市）
中野　正浩さん（愛知県名古屋市）
田面木友久さん（秋田県大館市）
吉田　　洋さん（愛知県名古屋市）
金室　貴久さん（東京都板橋区）
橋都　　亨さん（東京都世田谷区）
竹下　幸一さん（兵庫県尼崎市）
中田由美子さん（兵庫県宝塚市）
山崎　　彰さん（東京都渋谷区）
飛永　　誠さん（石川県金沢市）
本山　栄一さん（大阪府和泉市）
河井　卓二さん（東京都調布市）
庄司　隆弘さん（東京都立川市）
野中　優子さん（埼玉県蓮田市）
鬼塚　　真さん（神奈川県横浜市）
尾崎　　進さん（兵庫県神戸市）
厚　　香苗さん（千葉県八千代市）
池田　洋人さん（神奈川県川崎市）
中島　健二さん（神奈川県横浜市）
佐藤　　博さん（奈良県葛城市）
中西　昭文さん（東京都清瀬市）
猪熊　和仁さん（神奈川県厚木市）
清水　眞咲さん（神奈川県横浜市）
鎌田　美幸さん（宮城県黒川郡大郷町）
鍵村　　隆さん（奈良県奈良市）
福原研一朗さん（大阪府枚方市）

　

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
受
付
期
間
を
平
成　

年
�
月
�

��

日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
申
請
し

て
い
な
い
人
は
早
め
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
給
付
金
の
内
容
な

ど
詳
し
く
は
各
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
臨
時
福
祉
給
付
金

　

福
祉
課　

藤
本
・
難
波

　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　
 

（
�
�
�
）�
�
�
�

〇
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

子
育
て
支
援
課　

樋
口
・
二
若

　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　
 

（
�
�
�
）�
�
�
�

受
付
期
間
延
長
に
つ
い
て
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

金
田

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　
　

月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

��
せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
代
理
人
の
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�

��

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�
（　

）
�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
中
山

℡（
�
�
�
）�
�
�
�　
　
　

　

岡
山
県
最
低
賃
金
額
が
、　

月
��

�
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
最

低
賃
金
制
度
は
、
法
に
基
づ
い
て

国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
制
度
で
す
。
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■
最
低
賃
金
額　

時
間
額
�
�
�

円
（
改
定
前
�
�
�
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
平
成　

年
度
訓
練
生
を

��

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
訓
練
科
名

〇
�
年
訓
練
（
平
成　

年
�
月
〜

��

平
成　

年
�
月
）　

電
気
設
備
科
・

��

木
造
建
築
科
・
木
工
科

〇
�
月
訓
練
（
平
成　

年
�
月
〜

��

�
月
）　

エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
・
Ｏ
Ａ

事
務
科

■
募
集
期
間　

平
成　

年　

月　

��

��

��

日
�
〜
平
成　

年
�
月
�
日
�

��

　

今
回
の
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り
で

は
、
真
庭
建
築
士
会
の
協
力
で
ツ

リ
ー
デ
ッ
キ
を
組
み
立
て
ま
す
。

そ
の
他
、
ド
ン
グ
リ
や
木
の
実
を

使
っ
た
自
由
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

��

��

��

■
場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
の
里 

■
内
容　

森
づ
く
り
活
動
、
ツ
リ

ー
デ
ッ
キ
づ
く
り
、
秋
の
里
山
実

り
の
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
薪

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の

選
択
方
式
。
最
後
に
�
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料
（
昼
食
希
望
者

は
�
�
�
円
必
要
。
中
学
生
以
下

は
無
料
）

■
用
意
す
る
も
の　

鎌
、
の
こ
ぎ

り
、
剪
定
ば
さ
み
、
軍
手
な
ど

■
服
装　

作
業
し
や
す
い
服
装

（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
）

�������

�日

�金田病院・落合

　����-��-����

�新庄村診療所（内）・新庄

　����-��-����

�日

�湯原温泉病院・湯原

　����-��-����

�廣惠医院・北房

　����-��-����

�日

�落合病院（内）・落合

　����-��-����

�金田病院・落合

　����-��-����

�遠藤クリニック（外）・蒜山

　����-��-����

��日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�杉江医院・落合

　����-��-����

��日

�中山病院・久世

　����-��-����

�谷田医院（外）・蒜山

　����-��-����

��日

�近藤病院・勝山

　����-��-����

�河本医院（内）・落合

　����-��-����

��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�岸本医院（外）・久世

　����-��-����

　

�日

�湯原温泉病院・湯原

　����-��-����

�金田病院・落合

　����-��-����

������

岡
山
県
最
低
賃
金

全
て
の
労
働
者
に
適
用

年
金
相
談

予
約
を
お
忘
れ
な
く

白壁とのれんの揺れる町並みの城下
町 ・ 勝山の「いいとこ」をモチーフにし
た公募作品の絵画展を開催します。

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

第�

回
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り

��

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

第�

回
��勝 山

 いい とこ見 つけた

絵画展
��月��日�～��日� 
����������（��日は�����まで）

【問い合わせ先】
　勝山文化センター　山本・藤木
　℡�-��-����

■
試
験
日　

平
成　

年
�
月　

日

��

��

�
、　

日
�

��

■
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
別

途
必
要
）

■
申
込
方
法　

訓
練
科
で
募
集
対

象
者
や
申
込
方
法
が
異
な
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

北
部
高
等
技

術
専
門
校

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

発
達
障
害
に
つ
い
て
学
べ
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
　

月
�
日
�
午
後
�
時
〜

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
演
題　

発
達
障
害
っ
て
な
あ
に

〜
そ
の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て
〜

■
講
師　

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ

ン
タ
ー
・
向
陽
台
病
院　

牧
野
和

紀
医
師

■
申
し
込
み
先　

真
庭
保
健
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�  

��

訓
練
生
募
集
案
内

北
部
高
等
技
術
専
門
校

心
の
健
康
づ
く
り
県
民
講
座

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
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「
し
ら
う
め
団
地
」の
追
加
販
売

を
行
い
ま
す
。
購
入
を
希
望
す
る

人
は
、
都
市
住
宅
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
所
在　

真
庭
市
上
市
瀬
�
�
�

�
番
�
�
�

■
区
画
数　

�
区
画

■
面
積　

�
�
�
・
�
�
平
方
㍍

■
価
格　

�
�
�
万
�
千
円

■
受
付
期
間　
　

月
�
日
�
〜　

��

��

日
�
の
期
間
で
平
日
の
午
前
�
時

　

分
〜
午
後
�
時

��■
購
入
者
の
決
定　

申
し
込
み
が

複
数
人
だ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
住
宅
課　

畦
崎

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含
む
）

ま
た
は
会
社
役
員
な
ど
が
、
事
業

を
や
め
た
り
退
職
し
た
り
し
た
場

合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再

建
を
図
る
た
め
資
金
を
準
備
し
て

お
く
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で

「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た
め

の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

特
徴
は
、
掛
金
が
全
額
所
得
控
除

と
な
る
た
め
節
税
効
果
が
あ
り
ま

す
。
�独

 

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
し
、
商
工
会
、
金
融
機
関

の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
平
日
は
午
前
�
時
〜
午
後
�
時
、

土
曜
日
は
午
前　

時
〜
午
後
�

��

時
）　

℡
�
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
で
は
、
司
法
書
士
の
面

談
方
式
に
よ
る
多
重
債
務
無
料
法

律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

��

��

��

時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
�
階
）

■
予
約　

不
要
（
当
日
会
場
で
先

着
順
に
受
付
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
県
民

生
活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

■
㈱
あ
り
き
よ
り
、
真
庭
市
へ
防
犯

カ
メ
ラ　

台
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

��

■
岡
山
県
自
動
車
整
備
振
興
会
よ

り
、
真
庭
市
へ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
�

基
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
十
字
屋
グ
ル
ー
プ
よ
り
、
真
庭

市
へ
災
害
時
用
の
蓄
電
池
�
台
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
真
庭　

月
号　
 
㌻ 
の
イ
ン

��

��

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で
�
歳
〜

　

歳
未
満
の
人
の
接
種
可
能
医
療

��機
関
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正

し
く
は
「
真
庭
市
内
・
新
庄
村
」

で
し
た
。　

㌻ 
の
川
柳
「
回
ら
な

��

い
首
を
回
し
て
年
を
越
す
」
の
名

前
と
住
所
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
美
甘
栄
枝
」「
蒜

山
上
長
田
」
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。 

秘
書
広
報
課

財産活用課
℡�������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	

・真庭火葬場（�工区）造成工事（環境課）
　㈱谷本組…����������円
・落合中学校屋外便所・倉庫棟改築工事
　（教育総務課）
　梶岡建設㈱…����������円
・五反地区雨水管渠基本詳細実施設計業務
　（下水道課）
　三恭コンサルタント㈱…���������円
・落合地区（�工区）浄化槽設置工事
　（下水道課）㈱柴田組…���������円
・美甘方面隊第�分団第�部消防機庫新築工事
　（美甘支局総務振興課）
　㈲影山建設…���������円

��������	


・市道草加部線（�工区）道路改良工事
　（建設課）
　志田工業㈱…�����������円

��������	�


・焼却施設焼却炉補修工事
　（クリーンセンターまにわ）
　三広工業㈱…����������円
・久世落合連絡管減圧弁設置工事（水道課）
　㈱トーコー工業所…���������円
・江川地区（�工区）管渠工事（下水道課）
　㈱岡真土建工業所…����������円
・本郷地区（�工区）管渠工事（下水道課）
　㈱三木工務店…����������円
・市道保木佐原線舗装新設工事（建設課）
　㈱富松組…���������円
・市道開田堤防南線道路改良工事
　（落合支局総務振興課）
　㈱山中工務店…���������円
・市道胡麻田惣広線路肩修繕工事
　（落合支局総務振興課）
　㈲中川建材…���������円

����������	

・吉田大井手水路改修工事（農林土木課）
　㈲中和土木…���������円
・一色水路改修工事（農林土木課）
　㈱トーコー工業所…���������円
・吉田向田水路改修工事（農林土木課）
　㈲小椋工務店…���������円
・市道二川郷原線道路修繕工事
　（湯原支局総務振興課）
　植田建設㈲…���������円

今月の掲載は、�/�、�、��、��日の入札実施分。

市
営
分
譲
団
地

追
加
販
売
し
ま
す

小
規
模
企
業
共
済
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

ご
相
談
く
だ
さ
い

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
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樫
邑
地
域
の
有
志
で
つ
く
る

「
樫
の
木
会
」
で
は
、
地
域
に
恩
返

し
を
し
よ
う
と
考
え
、
樫
邑
に
あ

る
「
上
野
こ
う
げ
」
で
菜
の
花
を

栽
培
し
、
菜
種
油
を
作
る
こ
と
を

計
画
し
ま
し
た
。
今
年
は
試
験
的

に
�
反
ほ
ど
に
播
種
し
、
搾
油
し

て
み
ま
し
た
。
搾
油
機
か
ら
金
色

の
油
が
出
て
き
た
と
き
に
は
、
み

ん
な
で
大
盛
り
上
が
り
。
昔
の
家

庭
で
は
当
た
り
前
に
あ
っ
た
菜
種

油
で
す
が
、
今
で
は
口
に
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
菜

種
油
は
揚
げ
る
と
き
に
は
菜
の
花

の
香
り
が
し
ま
す
。
化
学
薬
品
な

ど
余
分
な
も
の
を
加
え
て
い
な
い

の
で
、
と
て
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
い

て
、
食
材
の
味
を
存
分
に
味
わ
え

ま
す
。
来
年
は
作
付
面
積
の
拡
大

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ど
う
ぞ
！
樫
邑
の
油
で
地
域
を
元

気
に
�

　　

学
生
時
代
の
先
生
方
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
と
き
に
厳
し
く
も
あ

り
、
と
て
も
や
さ
し
く
、
私
に
真

剣
に
向
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
の
時
代
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
が
、
私
の
学
生
時
代
は
、
悪
い

こ
と
を
し
た
ら
ゲ
ン
コ
ツ
の
一
発

や
二
発
は
さ
れ
て
い
た
も
の
で

今
月
の
テ
ー
マ

���
恩
返
し
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��趣味�です 。
昔からの趣味、最近趣味
になったこと、自慢の趣
味などについて、���字程
度でお寄せください。

川柳の兼題は
��春�です。
お便りは、同封したはが
きをご利用ください。川
柳の締め切りは��月�日
�です。

 ��月号では、

��鍋料理��
についてお便りを募
集しています。
（��月�日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
���通の中から
チ ョ イス

す
。
そ
し
て
家
に
帰
っ
て
も
、
学

校
で
先
生
に
ゲ
ン
コ
ツ
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
、
親
に
も
お
前
が
悪
い

と
言
わ
れ
も
う
一
発
ゲ
ン
コ
ツ
を

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
先

生
方
の
お
か
げ
で
、
悪
い
こ
と
を

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も

教
え
て
も
ら
え
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
学
生
時
代
の
先
生
方
に
は
、

い
つ
か
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
も
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
感
謝
の
気
持
ち

は
生
涯
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
全
国
各
地
で
局
地
的
集

中
豪
雨
と
土
砂
災
害
な
ど
で
、
多

く
の
尊
い
人
命
と
財
産
を
奪
う
甚

大
な
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
胸

始めて作った菜種油

��
菜
種
油
で
恩
返
し
�

金
田
達
夫
さ
ん（
樫
西
）

▼

 PN となりのトロロ

▼

 PN かほ

▼

 PN きんちゃん

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

��
先
生
あ
り
が
と
う
�

匿
名
希
望
さ
ん

��
車
と
災
害
に
つ
い
て
�

　
  
赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）

PN

の
痛
み
は
絶
え
ま
せ
ん
。
車
社
会

の
日
常
生
活
で
必
要
不
可
欠
で
依

存
度
の
高
い
自
動
車
は
、
天
候
不

順
時
で
も
広
範
囲
の
目
的
地
ま
で

自
由
自
在
に
私
た
ち
を
運
ん
で
く

れ
る
利
便
性
の
高
い
も
の
で
す

が
、
自
然
災
害
は
い
つ
私
た
ち
の

身
に
降
り
か
か
る
か
知
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
常
に
万
が
一
に
備

え
、
最
低
限
の
知
識
と
対
処
法
を

習
得
す
る
必
要
性
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
、
気
象
情
報
な
ど
を
常
に

把
握
し
て
、
安
全
運
転
を
肝
に
銘

じ
て
い
る
昨
今
で
す
。

▼

 森木悠真
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★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふり
がな）�性別�生年月日�住所
�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

１２月生まれ募集中 !
 影  山   大 稀    くん

かげ やま ひろ き

Ｈ������� 生まれ（神代）
◯応  豊さん（父）

 定  方   陽  菜 子    ちゃん

さだ かた ひ な こ

Ｈ������� 生まれ（台金屋）
◯応  千恵さん（母）

 中  島   彩  加 里    ちゃん

なか しま あ か り

Ｈ������� 生まれ（古見）
◯応  清子さん（祖母）

 浜  本   紗 花    ちゃん

はま もと すず か

Ｈ������� 生まれ（多田）
◯応  忠秀・千加子さん（両親）

 森  本 　紬 ちゃん
もり もと

Ｈ�������� 生まれ（栗原）
◯応  敬介・亜由美さん（両親）

 松  尾   和 輝    くん
まつ お かず き

Ｈ�������� 生まれ（鍋屋）
◯応  剛明・めぐみさん（両親）

 本  田 　匠 くん
ほん だ

Ｈ�������� 生まれ（久世）
◯応  堅太郎・香織さん（両親）

 実  原   浩 志    くん

じつ はら こう し

Ｈ�������� 生まれ（蒜山下和）
◯応  俊一・友美さん（両親）

 山  中  龍之介      くん

やま なか りゅうのすけ

Ｈ�������� 生まれ（勝山）
◯応  桜葉さん（母）

 重  末   桔 芯    くん
しげ すえ きっ しん

Ｈ�������� 生まれ（久世）
◯応  直美さん（母）

 平  田   明  日 香    ちゃん

ひら た あ す か

Ｈ�������� 生まれ（宮地）
◯応  尽一・亜希乃さん（両親）

 山 　 悠 臣    くん

やま はる おみ

Ｈ�������� 生まれ（赤野）
◯応  英二さん（祖父）

 古  林   紗 也    ちゃん
こば やし さ や

Ｈ�������� 生まれ（宮地）
◯応  浩司さん（父）

子どもさん、
お孫さんの1歳の
記念に、広報紙に
写真を掲載して
みませんか。

つむぎ

たくみ

※映画の内容については、広報真庭��月号をご覧ください

※詳しくは、お問い合わせください。前売券�����円　当日券�����円　中学生以下無料
問い合わせ先　一揆の映画プロジェクト　℡���-����-����（桑原） / ���-����-����（黒川）

��������	
��月��日（日）　北房文化センター　①��：��～　②��：��～
��月��日（日）　八束コミュニティセンター　��：��～
��月��日（日）　落合ショッピングセンター・サンプラザ　①��：��～　②��：��～
��月��日（木）～��日（月）　　勝山文化往来館ひしお　��：��～　��日（火）　��：��～
�月�日（日）　勝山文化センター　��：��～

��������
������
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��������	
　  〒���-����　真庭市本郷����
　  ＴＥＬ（ＦＡＸ兼）�-��-����
　  開館時間　�：��～��：��（土日�：��～��：��）
　  休館日　毎週月曜日と祝日

今月のおすすめの本来
年
は
変
わ
っ
た
も
の
を

福
島
京
子
さ
ん（
上
河
内
）

　

お
ち
あ
い
ま
ち
か
ど
展
覧
会
に

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
作
品
を
展
示
し
ま

し
た
。
出
展
は
今
回
が
初
。
去
年

こ
の
展
覧
会
を
見
て
面
白
か
っ
た

の
と
、
私
の
作
品
も
見
て
も
ら
い

た
い
な
ぁ
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
白
い
磁
器
に
好
き
な
絵

柄
を
焼
き
付
け
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
カ
ッ
プ
や
お
皿
を
作
る
の
が
ポ

ー
セ
ラ
ー
ツ
。
来
年
は
も
っ
と
変

わ
っ
た
も
の
を
、
っ
て
も
う
次
の

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ク
が
あ
っ
て
お
い
し
い
肉
醤
油

岡
崎
加
奈
さ
ん（
余
野
下
）

　

真
庭
高
校
食
品
科
学
科
の
有
志

で
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
ジ
ビ
エ

製
品
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
�

年
生
の
と
き
に
始
め
て
、
約
�
年

の
試
行
錯
誤
。
加
工
品
に
使
え
て

保
存
も
で
き
る
「
肉
醤
油
」
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
カ
レ
ー
パ
ン

の
隠
し
味
に
使
っ
て
み
た
ら
、
コ

ク
が
あ
っ
て
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
の
で
、こ
れ
が
私
の
オ
ス
ス
メ
。

シ
カ
肉
と
か
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
け
ど
、
私
た
ち
も
も
う

�
年
生
。
�
年
生
に
引
き
継
い
で
、

こ
れ
か
ら
は
後
輩
た
ち
の
研
究
に

期
待
で
す
。

収
穫
祭
で
阿
口
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

田
中　

實
さ
ん（
阿
口
）

　

阿
口
地
区
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思

っ
て
葡
萄
収
穫
祭
を
初
め
て
企
画

し
ま
し
た
。
阿
口
は
標
高
が
高
い

ベニテングダケのきのこち
ゃんは、きのこほいくえん
のアイドル。まいたけくん
も、まつたけくんも、ぶな
しめじちゃんも、ベニテン
グダケのきのこちゃんが大
好きです。ところがある日、
ベニテングダケが毒きのこ
だとわかり…。

「神様の裏の顔」
藤崎　翔／著

神様のような清廉な教師、
坪井誠造が逝去した。その
通夜は悲しみで包まれ、誰
もが涙した…と思いきや、
年齢も職業も多様な参列者
たちが彼を思い返すうち、
とんでもない犯罪者であっ
た疑惑が持ち上がり…。第
��回横溝正史ミステリ大賞
受賞作です。

の
で
、
寒
暖
差
が
あ
っ
て
ブ
ド
ウ

の
甘
み
は
抜
群
。
地
域
自
慢
の
味

で
す
。
し
か
も
、
収
穫
が
始
ま
る

の
が　

月
に
入
っ
て
か
ら
で
、
ち

��

ょ
う
ど
平
地
の
ブ
ド
ウ
が
終
わ
り

始
め
る
頃
な
の
で
、
時
期
的
に
も

ち
ょ
う
と
い
い
ん
で
す
。
ブ
ド
ウ

の
他
に
も
、
野
菜
や
焼
き
そ
ば
、

加
工
品
な
ど
も
み
ん
な
で
出
し
ま

し
た
。
地
域
で
大
事
に
育
て
て
い

る
産
品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
、
阿
口
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「クララ先生、さようなら 」
ラヘル・ファン・コーイ／作

「きのこほいくえん 」
のぶみ／作・絵

入院していたユリウスたち
の担任のクララ先生が、久
しぶりに学校に来た。先生
の病気は治らないと知った
子どもたちが、死を見せた
くない大人たちの反応にと
まどいながら、先生に最高
のプレゼントを贈ろうと行
動する姿を描く感動作。

▼

 PN はな王子

結婚するｏｒしない？子ど
もを持つｏｒ持たない？仕
事を続けるｏｒ辞める？「正
解を選ぶ」のじゃなく、選
んだ道を正解にする。人生
は、正解になるまでやりな
おせばいい。しばられがち
な人生をもっとのびのびと
生きるヒントが満載です。

▼

 PN ぶどう▲ もりたみきえ

「理想にとらわれない生き方」
金子由紀子／著
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川 柳   「ひと言」
お
は
よ
う
の
ひ
と
言
交
し
て
元
気
出
し　
　
　

Z
・ 

K
・　
　
 

月
田

友
の
優
し
い
ひ
と
言
心
癒
や
さ
れ
る　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

ひ
と
言
で
覚
悟
を
き
め
て
今
日
が
あ
り　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

有
難
う
最
後
の
ひ
と
言
言
え
な
く
て　
　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

ひ
と
言
が
心
の
掛
け
橋
「
ま
め
な
か
な
」　
　
   
青
山
萌
黄　
　

上

あ
い
さ
つ
に
も
う
ひ
と
言
を
そ
え
て
み
る　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

ひ
と
言
を
添
え
ぬ
荷
造
り
親
父
ら
し　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

ひ
と
言
を
信
じ
て
結
ぶ
赤
い
糸　
　
　
　
　
　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

ひ
と
言
を
お
茶
で
の
み
込
み
和
を
つ
く
る　
　

河
�
政
恵　
　

阿
口

追
伸
の
ひ
と
言
う
れ
し
母
の
文　
　
　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

ひ
と
言
が
た
が
い
の
心
さ
わ
や
か
に　
　
　
　

松
竹
梅　
　
　

上
水
田

お
い
し
い
で
ー
ひ
と
言
が
膳
を
丸
く
し　
　
　

横
山
和
子　
　

久
世

旅
立
ち
へ
ひ
と
言
添
え
て
無
事
祈
る　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

「
山
へ
逃
げ
ろ
」
明
暗
分
け
た
そ
の
ひ
と
言　
  
水
せ
ん　
　
　

久
世

ひ
と
言
が
言
え
ぬ
弱
さ
を
今
も
悔
い　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

お
は
よ
う
の
ひ
と
言
今
日
も
頑
張
れ
る　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

あ
の
時
の
師
の
ひ
と
言
が
今
に
活
き　
　
　
　

木
目
木
六　
　

上
河
内

選：湯原川柳会　狩谷博子さん

��������	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��

�
�

今
月
の���

朝日に浮かぶ雲海とススキ（��/��）
早朝の鬼女台へ雲海の撮影に行きました。雲一つない天候と好条件にも
恵まれ、雲海を見ることができたので、雲海と一緒にススキを一枚に収
めてみました。

▼

 PN たつき

真庭市栄養改善協議会の提供です

▼

 PN ちい

鶏肉のから揚げネギソース

食欲の秋。定番の鶏のから揚げをネ
ギソースでアレンジ。添えた野菜も一
緒においしくいただけます。

今月のレシピ
提供は

森谷玲子さん
（落合支部）

 材料 （４人分）

・鶏もも肉（皮なし）���ｇ
　　・酒  大さじ�　  ・卵  �/�個
　　・ショウガ汁　小さじ�
　　・片栗粉　小さじ�と�/�
　　・白ネギ��ｇ　 ・しょうが�ｇ
　　・鶏ガラスープ（顆粒） 大さじ�と�/�
　　・しょうゆ  大さじ�
　　・砂糖　小さじ�と�/�
　　・酢　大さじ�と�/�
　　・豆板醤  小さじ�   ・ごま油  小さじ�
・キャベツ���ｇ   ・サラダ油  適量

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 �� . � ｇ  
　脂質 � . �ｇ  カルシウム �� ｍｇ
　食塩相当量 � . �ｇ

①白ネギ、ショウガをみじん切りにする。
②キャベツはせん切りにする。
③鶏もも肉は、食べやすい大きさに切り、
ボールに◯A をあわせてからめておく。
���度の油で鶏肉をカラッと揚げる。
④ ◯B を合わせる。
⑤皿に敷いたキャベツの上に鶏肉を盛り、
　 ◯B のネギソースをかける。

�
�

�
�

◯A
 

�
�
�
�
�
�
�

◯B
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健康のススメ�

�   
生
理
的
口
臭

　

口
臭
は
、
起
床
直
後
が
最
も
臭

い
ま
す
。
夜
間
、
唾
液
の
分
泌
が

減
り
、
細
菌
が
増
殖
し
、
口
臭
の

原
因
物
質
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
歯
み
が
き
な
ど
で
細

菌
は
減
少
し
、
唾
液
量
が
増
加
す

る
と
口
臭
は
弱
く
な
り
ま
す
。
生

理
的
口
臭
に
は
一
日
の
変
化
が
あ

り
ま
す
が
、
無
臭
に
な
る
こ
と
は

な
く
、
必
要
以
上
に
神
経
質
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
図
�
） 

����
飲
食
物
・
嗜
好
品
に
よ
る
口
臭

　

ニ
ン
ニ
ク
、
酒
、
タ
バ
コ
な
ど

に
よ
る
口
臭
は
一
時
的
な
も
の

で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
無
く

な
り
ま
す
。

�　

病
的
口
臭

　

鼻
や
の
ど
、呼
吸
器
系
の
病
気
、

消
化
器
系
の
病
気
、
糖
尿
病
な
ど

が
原
因
で
口
臭
が
強
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
病
的
口
臭
の　
��

㌫ 
以
上
は
口
の
中
に
原
因
が
あ
り

ま
す
。

お話：むとう歯科  理事長  武藤 愛治さん ���������������	��
��

�　

歯
周
病

　

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い
る

骨
が
溶
け
、
歯
ぐ
き
が
ブ
ヨ
ブ
ヨ

し
て
、
出
血
ま
た
は
膿
が
出
る
な

ど
、
だ
ん
だ
ん
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し

て
く
る
病
気
で
す
。
歯
と
ブ
ヨ
ブ

ヨ
歯
ぐ
き
の
間
に
は
無
数
の
細
菌

が
存
在
し
、悪
臭
の
原
因
と
な
り
、

早
期
の
治
療
が
必
要
で
す
。

��

む
し
歯

　

む
し
歯
の
進
行
に
よ
り
、
口
臭

が
き
つ
く
な
り
、
神
経
ま
で
侵
さ

れ
る
と
強
烈
な
臭
い
が
し
ま
す
。

む
し
歯
は
小
さ
い
う
ち
に
治
療
す

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

��

歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）

　

プ
ラ
ー
ク
は
細
菌
の
塊
で
す
。

毎
日
丁
寧
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
み
が
き
残
し

は
必
ず
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

��

歯
石

　

歯
垢
が
固
ま
っ
た
も
の
で
、
自

分
で
は
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

ず
、
放
っ
て
お
く
と
歯
周
病
に
な

り
ま
す
。
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

�　

舌
苔（
ぜ
っ
た
い
）

　

舌
の
表
面
に
付
い
て
い
る
白
か

ら
淡
黄
色
の
苔
の
よ
う
な
も
の
が

舌
苔
で
す
。
死
ん
だ
細
胞
や
は
が

れ
た
粘
膜
上
皮
な
ど
か
ら
で
き
て

お
り
、
細
菌
に
分
解
さ
れ
て
口
臭

の
原
因
物
質
を
発
生
し
ま
す
。
舌

苔
除
去
に
は
舌
ブ
ラ
シ
か
や
わ
ら

か
い
歯
ブ
ラ
シ
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
を

使
用
し
（
舌
苔
は
、
う
が
い
だ
け

で
は
取
り
除
け
な
い
）
舌
の
奥
の

方
か
ら
前
方
へ
や
さ
し
く
み
が
き

ま
す
。
�
日
何
回
も
み
が
い
た
り
、

力
を
入
れ
す
ぎ
る
と
舌
の
表
面
を

傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
の
で
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

��

唾
液
の
減
少

　

唾
液
に
は
口
臭
予
防
に
関
連
し

た
作
用
が
あ
り
ま
す
。
唾
液
の
分

泌
が
減
少
す
る
と
口
の
中
が
不
潔

に
な
り
、
口
臭
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
食
事
な
ど
に
よ
っ
て

唾
液
の
分
泌
は
促
進
さ
れ
ま
す

が
、
病
的
な
唾
液
の
減
少
は
治
療

が
必
要
で
す
。

��

義
歯
の
清
掃
不
良

　

義
歯
（
入
れ
歯
）
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
部
分
は
色
や
に
お
い
を
吸
着

し
ま
す
の
で
、
毎
日
き
れ
い
に
清

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
��
��
��
��
�

��月�日は い い歯の日

掃
し
消
毒
剤
に
浸
し
て
お
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
一
度
吸
着

し
た
色
や
に
お
い
は
な
か
な
か
取

れ
ま
せ
ん
。

��

口
腔
ガ
ン

　

口
の
中
の
ガ
ン
に
よ
り
口
臭
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
異

常
が
あ
れ
ば
早
め
に
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

口
臭
予
防
は
口
の
中
を
清
潔
に

す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
自
分
で

毎
日
口
の
中
を
き
れ
い
に
清
掃
す

る
セ
ル
フ
ケ
ア
と
、
歯
科
医
師
、

歯
科
衛
生
士
が
定
期
的
に
清
掃
を

行
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア

が
大
切
で
す
。

●
口
臭
の
種
類
と
原
因

●
口
臭
予
防

●
口
臭
の
治
療

図 ��.  生理的口臭と時間の関係

臭う
▲

―
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木
に
は
適
正
伐
期
が
あ
り
、
岡

山
県
内
で
は
ス
ギ
が　

年
、
ヒ
ノ

��

キ
が　

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

��

本
の
植
林
は
、
主
に
戦
後
か
ら
昭

和　

年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い

��
ま
す
か
ら
、
ま
さ
に
今
が
切
り
ど

き
。
し
か
し
、
木
材
価
格
も
長
ら

く
低
調
な
た
め
な
か
な
か
手
が
付

け
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
山
も

「
高
齢
化
問
題
」で
悩
ま
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
発

電
事
業
で
は
、
年
間
�
万
㌧ 
の
未

利
用
木
材
を
利
用
し
、
そ
の
う
ち

�
万
㌧ 
を
真
庭
地
域
（
真
庭
市
、

新
庄
村
）
で
賄
う
計
画
で
す
。
事

業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
伐
採
・
搬
出

が
進
み
、
森
林
施
業
の
面
で
も
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
こ
の
事
業
の
目
的
や

仕
組
み
を
山
主
さ
ん
に
理
解
し
て

森
林
組
合
が
窓
口
に
な
り

木
を
生
か
す
働
き
か
け
を

真庭森林組合 事業課

 新  幸   弘  基  課長
にっ こう ひろ き

山は手入れが必要
発電事業でさらなる環境づくりを

�
�
��
�
�
�
�
	�



�
�
�
�
��
���〜
シ
リ
ー
ズ
第
�
回
〜

い
た
だ
き
、
協
力
を
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

窓
口
と
な
っ
て
働
き
か
け
を
し
て

い
る
の
が
、
私
た
ち
真
庭
森
林
組

合
で
す
。
ま
た
、
林
地
残
材
を
収

集
・
加
工
し
て
い
る
月
田
総
合
集

積
基
地
を
拡
張
し
、
受
入
体
制
の

整
備
も
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
�
月
の
発
電
所
稼
働
に
先

駆
け
、　

月
に
燃
料
と
な
る
未
利

��

用
木
材
の
買
い
取
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
格
的
に
動
き
出
せ

ば
安
定
的
に
木
が
出
て
い
く
見
通

し
で
す
が
、
そ
の
中
で
木
を
計
画

的
に
伐
採
・
搬
出
し
、
山
を
正
し

く
管
理
す
る
の
が
森
林
組
合
の
役

割
で
す
。
森
林
は
一
定
の
経
営
計

画
に
基
づ
い
て
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
森
林
経
営
に
は
治
山
機
能
の

維
持
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
計
画
を
無
視
す
る
と
森

林
経
営
を
不
安
定
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
山
が
災
害
を
起
こ
す
危
険

性
も
出
て
く
る
訳
で
す
。
で
す
か

ら
、
発
電
事
業
で
は
計
画
に
基
づ

い
て
出
さ
れ
た
木
を
高
く
買
い
取

る
こ
と
に
し
て
、
伐
採
量
と
成
長

量
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
仕
組
み

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
証
明
書
と

な
る
の
が
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
情

報
カ
ー
ド
」
で
、
森
林
組
合
が
発

行
し
て
い
ま
す
。
山
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
と
い
え
ば
大
げ
さ
で
す

が
、
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
正
し

く
山
を
管
理
し
、
一
方
で
は
活
用

し
、
真
庭
の
山
を
後
世
に
引
き
継

い
で
い
け
る
も
の
と
し
て
育
て
て

い
き
た
い
の
で
す
。

真
庭
の
山
を
守
り
、使
い

後
世
に
残
せ
る
も
の
に

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
利
用
す
る
た
め
の
木
材
の
収
集
が　

月
か

��

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
発
電
事
業
の
中
で
山
の
木
を
管
理
す
る

真
庭
森
林
組
合
事
業
課
の
新
幸
弘
基
課
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

木質バイオマス
情報カー ド

手入れされたヒノキ林（イメージ）
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�
月　

日
、「
海
の
市
・
山
の
市
�
�
�
�
真
庭
」

��

が
、
蒜
山
三
木
ヶ
原
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
四
国
�
県
に
加
え
、
初
め
て
大
阪
と
兵
庫
か

ら
参
加
が
あ
り
、
�
�
�
団
体
が
出
店
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
�
万
�
千
人
の
家

族
連
れ
ら
が
、
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
や
、
下
津
井
の
タ

コ
の
天
ぷ
ら
な
ど
多
く
の
海
の
幸
・
山
の
幸
を
堪
能

し
ま
し
た
。中
で
も
高
知
県
の
カ
ツ
オ
の
た
た
き
は
、

開
場
と
同
時
に
約
�
�
�
人
の
行
列
が
で
き
る
な

ど
、
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今年もにぎやかに開催今年もにぎやかに開催
　海の市・山の市海の市・山の市��������真庭真庭

　
　

月
�
日
と
�
日
に
、
勝
山
町
並
み
・

��
ク
ラ
フ
ト
市
が
、
勝
山
町
並
み
保
存
地
区

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�
回
目
の

開
催
と
な
る
今
年
は
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
や

パ
ン
作
り
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら

　

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
ま
し

��た
。
参
加
者
は
職
人
か
ら
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
体
験
や
参
加
者
同

士
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。こ
の
市
は
、

気
軽
に
も
の
づ
く
り
が
体
験
で
き
、
職
人

の
技
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て

開
か
れ
て
い
ま
す
。

出来たてのおこわをまぜる参加者

も
の
づ
く
り
を
体
験
し
よ
う

勝
山
町
並
み
・
体
験
ク
ラ
フ
ト
市

オリジナルの箸づくりを体験する参加者

　

湯
原
っ
し
ぃ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で

あ
る
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
台
所
を
手
伝
い

た
〜
い
」
が　

月
�
日
、
田
羽
根
地
区
で

��

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら　

人
が

��

参
加
し
、
料
理
名
人
の
地
域
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
か
ら
、
蒜
山
お
こ
わ
と
豆
腐
の
作
り

方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
知
恵
を
メ
モ
に
と
る
参
加
者

も
。
昔
な
が
ら
の
薪
と
釜
を
使
っ
て
作
っ

た
お
こ
わ
の
味
は
格
別
で
、
参
加
者
は
楽

し
く
て
、
お
い
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

郷
土
料
理
の
お
手
伝
い湯

原
っ
し
ぃ

ツー ル・ド ・������������������サ イク リ ン グ フ ェ ステ ィ バ ル
　真庭青年会議所が主催するサイクリングイ

ベントが初めて開催されました。北房支局か

ら蒜山高原までの約���のロングコースと、

蒜山高原自転車道約���のショートコース

に、県内外の愛好家ら���人が参加し、市内

を快走しました。

山海の幸を手にする観光客らでにぎ
わう会場
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　
　

月　

日
、
も
み
じ
公
園
駐
車
場
で
阿

��

��

口
地
区
葡
萄
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
阿
口
ぶ
ど
う
生
産
者
の
会
が
、
地
域

を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
初
め
て
開
催
。
阿
口
地

区
で
ブ
ド
ウ
の
収
穫
が
始
ま
る
の
が　

月
��

か
ら
で
、
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
企
画
さ

れ
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
ブ
ド

ウ
が
ず
ら
り
と
並
び
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

じ
っ
く
り
と
品
定
め
。
平
地
の
ブ
ド
ウ
が

終
わ
り
始
め
る
時
期
で
も
あ
り
、
両
手
に

た
く
さ
ん
の
ブ
ド
ウ
を
買
い
込
む
人
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

ブドウの品定めをする買い物客

高齢者疑似体験装具を身に着ける参加者

　
　

月
�
日
に
真
庭
看
護
フ
ェ
ア
が
、
久

��
世
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
師

を
目
指
し
て
学
び
た
い
人
や
、
真
庭
で
看

護
職
に
就
き
た
い
と
い
う
人
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

内
の
病
院
や
看
護
関
係
の
学
校
な
ど
が
�

つ
の
ブ
ー
ス
を
設
置
。
参
加
者
は
関
心
の

あ
る
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
熱
心
に
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
装
具
を
付
け
て
高

齢
者
の
疑
似
体
験
が
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な

ブ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者
が
挑
戦
す

る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

看
護
職
を
身
近
に

真
庭
看
護
就
職
フ
ェ
ア

　　 身近な場所が美術館に

第��回おちあいまちかど展

覧会が、落合地区で開催さ

れました。約��団体が自宅

や集会所など��カ所で手作

りの作品などを展示。地区

住民や訪れた観光客らが、

見事な作品に見入っていま

した。

�/��

　　 解放感いっぱい ！ 大 自 然で ヨガ

Ｈｉｒｕｚｅｎ Ｙｏｇａ Ｄａｙ（ヒ

ルゼンヨガデイ）が、蒜山

スポーツ公園で開催されま

した。参加者は、ヨガイン

ストラクターから呼吸法や

ポーズなどの指導を受け、

心と体をリフレッシュさせ

ました。

��/�

　　 自転車で通院できるほど元気です

池本瀧男さん（落合垂水）が

百歳を迎えられました。自

転車に乗って通院するほど

元気で、身の回りのことは

何でもできます。気になって

いるのはひ孫さんの勉強。

漢字や計算の間違いを指摘

することもあるとか。

��/��

　　犯罪被害者をみんなで支えよう

犯罪被害者支援フォーラム

が久世エスパスで行われま

した。被害者サポートセン

ターおかやまが岡山県警か

らの委託を受け、県内各地

で実施しており、真庭市で

の初開催に約��人が参加し

ました。

��/��

　　秋晴れの蒜山を快走

第��回蒜山高原マラソン全

国大会が、蒜山高原スポー

ツ公園をスタート・ゴール

地点に開催されました。県

内外からランナー� , ���人

が出場し、秋晴れの下、完

走を目指し気持ちのよい汗

を流しました。

��/��

旬
の
味
を
め
し
あ
が
れ

阿
口
地
区
葡
萄
収
穫
祭
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

初
め
て
蒜
山
の
岩
倉
山
と
鬼
女
台
に
、

雲
海
の
撮
影
に
行
き
ま
し
た
。
夜
明
け

前
か
ら
撮
り
始
め
、
寒
か
っ
た
で
す
が

初
め
て
見
る
光
景
は
感
動
的
で
し
た
。

雲
海
は
、
行
け
ば
見
れ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
天
候
や
気
温
・
湿
度
な
ど
、

条
件
が
い
ろ
い
ろ
そ
ろ
わ
な
い
と
見
え

な
い
そ
う
で
す
。
今
回
、
僕
は
運
が
よ

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
雲
海
だ

け
に
、
見
え
る
の
は
運
か
い
？
…
お
あ

と
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。 

横
山

　

ヒ
ル
ゼ
ン
ヨ
ガ
デ
イ
を
取
材
し
て
き

ま
し
た
。
野
外
で
行
わ
れ
た
ヨ
ガ
は
、

解
放
感
た
っ
ぷ
り
。
参
加
者
は
、
芝
生

の
上
に
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
座
り
、「
吸
っ

て
〜
、
吐
い
て
〜
。」
と
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
声
に
合
わ
せ
て
呼
吸
や
動

作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

途
中
か
ら
、
雨
が
降
っ
た
た
め
体
育
館

に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
す
る
こ

と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

小
山

　
　

月
の
あ
る
日
、 
焼
芝 
一
座
シ
ョ
ー

や
こ
う
げ

��
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
噂
に
は
聞
い
て

い
ま
し
た
が
想
像
以
上
の
完
成
度
。
地

域
の
若
者
？
が
繰
り
広
げ
る
笑
い
あ
り

涙
あ
り
の
時
代
劇
に
、
大
人
も
子
ど
も

も
釘
づ
け
で
し
た
。
最
前
列
で
キ
ャ
ー

キ
ャ
ー
言
い
な
が
ら
見
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
は
、
ひ
と
昔
前
の
紙
芝
居
の

様
子
に
も
似
て
い
ま
し
た
。
何
で
も
画

面
で
見
る
時
代
に
、
こ
ん
な
体
験
っ
て

贅
沢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

江
崎

�問   商工観光課 ℡�-��-����

中国自動車道�

岡山自動車道�

湯原IC

蒜山IC

落合IC

北房IC

米子自動車道�

久世IC

もみじ公園�

木山寺�

美甘渓谷� 神庭の滝�

湯原温泉�
砂湯�

蒜山大山�
スカイライン�

�����
����
秋も深まり、市内の各地で紅葉が見ごろを迎えます。
染まる紅葉スポットにご家族そろって、
出かけてみてはいかがですか。

木山寺

美甘渓谷

もみじ公園からの眺望

蒜山大山スカイライン

神庭の滝

湯原温泉・砂湯

各地の見ごろなど詳しくはお問い合わせください  �  �問  真庭観光連盟 ℡�-��-����
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